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東
洋
文
庫
は
、

大
正
六
年
(
-
九
一
七
）
、

東
洋
学
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
東
洋
文
庫

書
を
購
入
し
て
設
け
ら
れ
た
東
洋
学
の
専
門
研
究
図
書
館
で
あ
る
。
大
正
十
三
年
(
-
九
二
四
）
十
一
月
に
現
在
地
に
財
団
法
人
と
し
て

設
立
さ
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
、
研
究
部
・
固
書
部
・
総
務
部
を
設
け
、
い
ア
ジ
ア
各
地
域
の
研
究
資
料
を
網
羅
的
に
収
集
し
、

の
研
究
を
推
進
す
る
と
共
に
全
国
の
専
門
研
究
者
に
便
宜
を
供
与
し
、
い
各
種
の
貴
重
な
資
料
の
複
製
を
行
い
、
重
要
な
研
究
業
績
を
出

版
し
、

□あ
わ
せ
て
東
洋
学
の
普
及
事
業
と
研
究
者
の
養
成
と
に
専
念
し
て
き
た
。
第
二
次
大
戦
後
の
経
済
事
情
の
変
動
に
応
ず
る
た
め

昭
和
二
十
三
年
(
-
九
四
八
）
図
書
部
は
国
立
国
会
図
書
館
支
部
と
し
て
、

間
学
術
研
究
機
関
補
助
金
が
、

東
洋
文
庫
の
特
色
は
、
専
門
図
書
館
と
し
て

の
文
献
資
料
セ
ン
タ
ー
の
機
能
と
、
総
合
的
研
究
機
関
と
し
て
の
研
究
セ
ン
タ
ー
の
機
能

及
び
国
内
的
国
際
的
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
兼
ね
具
え
て
い
る
点
に
あ
る
。
東
洋
文
庫
は
、

資
料
を
公
開
し
、
民
間
機
関
と
し
て
の
自
由
な
立
場
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
回
一
大
学
、
研
究
機
関
個
々
で
は
系
統
的
収
集
の
困
難
な
資

料
に
重
点
を
置
い
て
収
集
し
て
い
る
。
バ
海
外
及
び
地
方
在
住
研
究
者
に
対
し
て
も
、

ス
を
行
い
、
収
蔵
す
る
貴
重
資
料
を
覆
刻
し
て
逐
次
刊
行
し
学
界
に
提
供
し
て
い
る
。
ロ
一
大
学
、

究
体
制
を
取
っ
て
、
各
大
学
、
研
究
機
関
に
跨
る
流
動
的
共
同
研
究
、
国
際
的
協
力
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
園
国
内
及
び
国
際
的
研
究
情

• 

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
等
に
よ
る
資
料
複
写
サ
ー
ビ

故
岩
崎
久
弥
氏
が
中
華
民
国
総
統
府
顧
問
ジ
ョ
ー
ジ

・
ア
ー
ネ
ス
ト

・
モ
リ
ソ
ン
氏
の
蔵

そ
の
管
理
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
別
に
日
本
政
府
か
ら
民

ま
た
外
国
か
ら
の
援
助
金
が
寄
せ
ら
れ
て
、
研
究
部
に
は
そ
の
事
業
と
組
織
体
制
と
を
整
え
て
き
た
。

A 

回
東
洋
学

い
一
般
研
究
者
に
対
し
収
集

一
研
究
所
の
枠
を
越
え
た
総
合
的
研

．
』

．
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て
き
た
東
洋
文
庫
に
は
、

幽

一
層
内
外
の
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

ム，

.. 
ヽ

報
の
交
換
、
通
信
連
絡
の
衝
に
当
り
、
我
が
国
の
研
究
成
果
を
広
く
海
外
に
紹
介
し
て
い
る
。
日
我
が
国
東
洋
学
の
成
果
を
広
く
一
般
に

普
及
し
、
来
日
す
る
海
外
の
す
ぐ
れ
た
東
洋
学
者
に
講
演
を
公
開
す
る
場
を
提
供
し
、
ま
た
貴
重
な
資
料
を
展
示
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
田
東
洋
学
の
特
殊
な
専
門
分
野
の
研
究
者
を
養
成
し
、
各
大
学
の
大
学
院
博
士
課
程
修
了
程
度
の
人
材
に
引
続
き
数
年
間
の
研
究
の

機
会
を
与
え
、
特
に
比
較
的
未
開
拓
な
分
野
の
研
究
を
促
進
せ
し
め
て
い
る
。
人
文
社
会
科
学
の
振
興
が
叫
ば
れ
、
そ
の
方
策
と
し
て
総

合
的
研
究
セ
ン
タ
ー
乃
至
専
門
文
献
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
整
備
が
唱
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
き
、
従
来
か
ら
そ
の
方
向
を
目
指
し
て
活
動
し
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本
年
は
、
今
日
の
東
洋
文
庫
の
母
体
と
な
っ
た
モ
リ
ソ
ン
文
庫
が
日
本
へ
移
さ
れ
て
か
ら
、

世
紀
の
間
に
、
蒐
集
の
範
囲
を
ア
ジ
ア
全
域
に
拡
げ
、
蔵
書
数
は
何
十
倍
か
に
増
加
し
た
。
と
同
時
に
研
究
活
動
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
、

多
く
の
成
果
を
世
に
送
り
出
し
て
い
る
。
今
日
、

そ
の
発
展
拡
大
の
途
上
に
あ
っ
て
五
十
周
年
を
迎
え
、

を
ふ
り
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
発
展
を
、
全
ア
ジ
ア
の
民
族
の
文
化
所
産
と
、

ち
ょ
う
ど
五
十
年
目
に
あ
た
る
。
こ
の
半

い
ま
ひ
と
た
び
、
過
去
の
業
績

そ
の
研
究
の
す
べ
て
を
包
摂
し
た
東
洋
文
庫
及
び

そ
れ
ら
が
充
分
に
利
用
さ
れ
得
る
東
洋
文
庫
へ
の
発
展
を
は
か
る
べ
く
、
創
立
五
十
周
年
記
念
特
別
事
業
を
行
な
っ
た
。
そ
の

一
は
、
東

洋
文
庫
五
十
周
年
展
で
あ
り
、
他
は
、
書
庫
及
び
研
究
室
の
増
築
で
あ
る
。

五
十
周
年
展
は
、
読
売
新
聞
社
と
東
急
百
貨
店
の
協
賛
を
得
て
、
十
月
二
十
日
か
ら
十
一
月
一
日
ま
で
、
東
急
百
貨
店
日
本
橋
店
グ
ラ

ン
ド
・
ホ
ー
ル
に
お
い
て
行
な
っ
た
。
日
本
書
紀
等
国
宝
七
点
、
重
要
文
化
財
八
点
を
含
む
約
七
百
点
を
出
陳
し
、
連
日
平
均
二
千
人
の

参
観
者
で
賑
っ
た
。
十
月
二
十
四
日
に
は
、
皇
太
子
殿
下
の
御
台
臨
を
得
、
殿
下
は
、
榎
専
務
理
事
の
説
明
に
予
定
時
間
を
過
ぎ
る
ま
で

御
回
覧
遊
ば
さ
れ
た
。
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
十
八
頁
「
展
示
会
」
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。

も
う
一
っ
の
記
念
事
業
で
あ
る
書
庫
及
び
研
究
室
の
増
築
は
、
予
算
規
模
三
億
円
で
、
昭
和
四
十
二
、
三
、
四
の
三
ヵ
年
で
完
成
さ
せ

る
計
画
で
あ
る
が
、
本
四
十
二
年
度
は
、
各
界
の
御
援
助
を
得
て
約
七
千
万
円
の
補
助
金
及
び
寄
附
金
（
財
団
法
人
日
本
船
舶
振
興
会
よ

り
の
補
助
金
三
千
万
円
、
そ
の
他
の
寄
附
金
約
四
千
万
円
）
が
集
ま
り
、
建
坪
約
ニ
ニ
七
平
方
メ
ー
ト
ル
、
延
坪
約
―
一
三
四
平
方
メ
ー

昭
和
四
十
二
年
度
に
お
け
る
東
洋
文
庫

”̀ 

•し
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し

に
供
し
て
い
る
。

恵

て、

着
々
そ
の
成
果
を
挙
げ
て
お
り
、
研
究
会
は
、
九
回
行
な
っ
た
。

る
。
今
回
の
増
築
に
お
い

て
も、

s̀
 

疇

.. 
↓
 

ト
ル
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
地
階
附
地
上
四
階
の
書
庫
が
建
っ
た
。
従
来
の
東
洋
文
庫
の
建
物
設
備
は
大
正
十
三
年
岩
崎
久
弥
氏
に
よ
っ

て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
技
術
の
粋
を
つ
く
し
、
貴
重
な
図
書
を
収
蔵
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
堅
牢
さ
を
も
っ
た
清
楚
な
建
物
で
あ

そ
の
特
質
が
生
か
さ
れ
、
十
二
分
に
堅
牢
で
外
装
も
旧
部
分
と
同
じ
様
式
の
も
の
に
し
た
。
書
架
の
附

さ
て、

昭
和
四
十
二
年
度
に
お
け
る
東
洋
文
庫
の
一
般
事
業
は
、
文
部
省
大
学
学
術
局
を
通
じ
て
の
日
本
政
府
ヵ
ら
の
、

庫
維
持
会
か
ら
、
補
助
金
並
び
に
援
助
金
を
受
け
て
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
主
要
な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

文
部
省
の
補
助
金
に
よ
る
四
十
二
年
度
の
事
業
の
う
ち
、
出
版
物
は
、
中
村
拓
著
「
鎖
国
前
に
南
蛮
人
の
作
れ
る
日
本
地
固

rn」
（論

叢
四
八
）
が
あ
り
、
講
演
会
は
、
「
東
洋
学
講
座
」
を
春
秋
二
期
公
開
し
た
。
春
期
は
、

設
は
四
士
二
、
四
年
度
に
行
な
う
予
定
で
あ
る
。

ま
た
東
洋
文

龍
村
美
術
織
物
研
究
所
長
龍
村
平
蔵
氏
等
五
氏

に
よ
っ

て、

東
洋
の
工
芸
技
術
に
つ
い
て
技
術
者
の
立
場
か
ら
講
演
が
行
な
わ
れ
、
秋
期
は
、
元
東
洋
文
庫
主
事
石
田
幹
之
助
氏
等
五
氏

に
よ
っ
て、

東
洋
文
庫
を
含
む
五
つ
の
特
殊
文
庫
に
つ
い
て
の
紹
介
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
各
研
究
室
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
従
っ

文
部
省
の
補
助
金
を
得
て
購
入
し
た
図
書
、
あ
る
い
は
、
交
換
受
贈
に
よ
り
収
集
し
た
文
献
は
、
単
行
本
三
、
二
九

一
点
、
定
期
刊
行

物
二
、
四
三
五
点
、
複
写
資
料
三
四
七
齢
、
二
五
九
枚
。
そ
の
他
中
央
ア
ジ
ア
特
別
文
献
資
料
と
し
て
、
単
行
本
三
五
二
冊
、

定
期
刊
行

物
三
一
冊
、

複
写
資
料
二
万

一
千
鮪
を
収
集
し
た
。
こ
れ
ら
は
「
新
着
図
書
目
録
」
お
よ
び

「洋
書
速
報
」
に
収
録
さ
れ
、
利
用
者
の
便

文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
特
別
事
業
は
、
特
定
研
究
「
日
本
の
近
代
化
過
程
に
対
す
る
国
際
的
評
価
と
そ
の
背
景
」
の
第
二

- 4 -



十
二
日
に
は
同
、
協
和
陪
酵
工
業
株
式
会
社

年
度
に
入
り
、
機
閲
研
究
「
地
方
志
に
も
と
ず
く
中
国
社
会
の
研
究
」
は
、
第
三
年
炭
を
終
り
、

い
わ
ゆ
る
北
古
ふ
将
本
の
他
、
台
病
及
び

日
本
国
内
の
中
国
地
方
志
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
り
集
め
ら
れ
、
世
界
に
現
存
す
る
明
代
地
方
志
は
、

そ
の
大
半
が
東
洋
文
廂
に
収

蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
総
合
研
究
「
金
石
文
を
主
と
し
た
朝
鮮
史
の
基
礎
的
研
究
」
は
第
二
年
度
に
入

っ
た
。

次
代
の
中
堅
と
な
る
べ
き
学
徒
を
養
成
す
る
研
究
生
制
炭
は
、
戦
前
よ
り
意
を
注
い
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
も
文
部
省
の
補
肋

金
に
よ
り
、
二
名
の
新
進
学
徒
が
研
築
に
努
め
、
珀
々
そ
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

当
文
庫
は
、
海
外
研
究
機
閲
と
の
交
流
を
盛
ん
に
行
な
っ
て
お
り
、
外
国
人
研
究
者
を
多
数
受
人
れ
便
宜
を
は
か
り
、

か
ら
諸
外
国
の
研
究
機
閲
を
訪
れ
て
連
絡
を
緊
密
に
し
て
＞
る
。
本
年
は
、
辻
直
四
郎
文
肌
長
が
国
際
学
士
院
迎
介
第
阻
一
日
総
会
及
び

委
員
会
に
出
席
し
、
六
月
一
六
日
か
ら
七
月
一
日
ま
で
ロ
ン
ド
ン
、

各
地
を
訪
問
し
た
。
ま
た
、
山
本
達
郎
研
究
員
は
、
第
九

1
国
際
哲
学
人
文
科
学
協
議
会
及
び
同
委
以
会
に
出
席
し
、
九
）

一
H
か
ら
九

月

一
七
日
ま
で
、

聰
氏
等
で
あ
る
。 2

 

フ
ラ
ン
ス
、

教
授

B
.
J
a
n
s
e
n
氏、

ル
ー
マ
ニ
ア
、

ヽ

オ
ス
ロ

ま
た
、
当
文

W

イ
ン
ド
を
阿

っ
て
き
た
。
束
袢
文
庫
を
訪
れ
た
外
国
人
研
究
者
は
、

プ
リ
ン
ス

ト
ン
大
挙

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
東
洋
図
古
館
々
長
M
o
c
k

女
史
、
国
立
台
涜
大
学
文
学
院
教
佼
黄
杓
時
氏
、
斡
国
国
史

編
鉦
委
晨
会
委
員
長
金
声
均
氏
、
大
英
博
物
館
東
洋
古
筋
及
写
本
部
長

K
.
B
.
 Ga
r
d
n
e
r

氏
、
中
華
民
国
国
立
故
宮
博
物
館
院
長
蒋
役

そ
の
他
数
多
く
の
外
国
人
研
究
者
が
棗
洋
文
庫
を
利
用
し

て
、
研
究
を
行
な
っ
た
。
昭
和
四
十
二
年
六
月
二
，1
五
11
、

東
洋
文
庫
評
議
員
と
し
て
永
年
文
庫
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
麒
麟
麦
酒
株
式
会
社
相
談
役
株
式
会
社
明
治
尻
会
長
磯
野
長
蔵
氏
が
、

ま
た
八
月
十
七
日
、
同
、

11
本
学
士
院
会
員
京
都
大
学
名
抒
教
授
新
村
出
氏
が
、
十
二
月

取
締
役
高
橋
龍
太
郎
氏
が
永
販
さ
れ
た
。
三
氏
の
生
前
の
文
庫
に
対
す
る
御
厄
誼
に
厚
く
感
謝
す
る
と
共
に
深
く
哀
仲
の
意
を
捧
げ
る
，

，
 

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

コ
。
ヘ
ン
ハ

ー
ゲ
ン

k 

．
 

ヽ

ハ
ン
ブ
ル
グ
の
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理

事

会

＊ 
理

徳

) I I 

辻

宗

敬

直
四
郎

高

垣

寅

次

郎

酒

井

杏

之

助

河

野

『

ノ‘

郎

川

北

禎

大

原

穂

一

郎

小

笠

原

光

雄

岩

井

大

惹

事

有

光

次

郎

専

務

理

事

榎

雄

理

事

長

細

JI I 

護

立

役

職

員

（
神
宮
大
宮
司
）

授
） （

財
団
法
人
東
洋
文
庫
研
究
部
長

（
東
京
家
政
大
学
・
武
蔵
野
美
術
大
学
学
長
）

（
駒
沢
大
学
教
授
）

（
株
式
会
社
三
菱
銀
行
相
談
役
）

（
倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
株
式
会
社
社
長
）

（
株
式
会
社
日
本
興
業
銀
行
会
長
）

（
東
京
教
育
大
学
教
授
）

（
株
式
会
社
第
一
銀
行
相
談
役
）

（
財
団
法
人
日
本
学
術
振
興
会
理
事
長

（
国
立
国
会
医
書
館
支
部
東
洋
文
庫
長

（
文
化
財
保
護
委
員
会
委
員
）

｀
 
ヽ

東
京
大
学
教
授
）

成
城
大
学
学
長

，
 

日
本
学
士
院
会
員
日
本
学
士
院
会
員
）

東
京
大
学
名
誉
教
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評
議
員
会

助

手

厚

地

麗

子

小

林

和

広

小

林

ゆ

き

子

星

野

参

事

平

野

豊

（ユ

ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
会
計
兼
務
）

総

務

部

部

長

小

林

吟

重

郎

俣

野

健

輔

（
昭
和
四
十
二
年
八
月
十
七
日
逝
去
）

（
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日
逝
去
）

（
慶
応
義
塾
大
学
塾
長
）

（
飯
野
海
運
株
式
会
社
取
締
役
会
長
）

永

澤

邦

男

高

橋

龍

太

郎

新

村

出

大
河
内

男

奥

田

東

梅

原

末

治

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

（
京
都
大
学
学
長
）

（
東
京
大
学
総
長
）

磯

野

長

蔵

（
昭
和
四
十
二
年
六
月
二
十
五
日
逝
去
）

評

議

員

阿

部

賢

監

事

岡

東

浩

山

本

達

郎

（
東
京
大
学
教
授
）

（
東
山
農
事
株
式
会
社
専
務
取
締
役
）

（
早
稲
田
大
学
総
長
）

松

本

重

治

（
財
団
法
人
国
際
文
化
会
館
理
事
長
）

よ

松

方

郎

（
株
式
会
社
国
際
テ
レ
ビ
フ
ィ
ル
ム
社
長
）

ヽ

≪
 

4 

景

子
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研

究

顧

問

梅

原

末

治

岩

村

忍

岩

井

大

惹

研

究

部

部

長

榎

雄

堤

栄
次
郎
（
昭
和
四
十
三
年
三
月
退
職
）

技

能

員

池

田

直

人

熊

田

信

次

郎

児

野

寿

満

子

司

書

補

広

瀬

洋

子

谷

治

嘉

紀

立

花

孝

全
（
休
職
）

司

書

石

黒

弥

致

中

島

正

之

森

岡

図

書

部

部

長

辻

直
四
郎

作

業

員

臼

倉

豊

松

勝

間

勇

次

郎

染

谷

技

能

員

秋

R

美
恵
子

高

橋

幸

子

山

下

久

代

中

山

ヨ

馬

勝

利

（
昭
和
四
十
二
年
五
月
退
職
）

（
昭
和
四
十
二
年
十
月
退
職
）

（
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
退
職
）

（
昭
和
四
士
二
年
三
月
退
職
）

コ

＊
 ヽ

康

渡

辺

兼

庸

ウ
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東
洋
学
連
絡
委
員
会
委
員

松

本

信

廣

福

井

康

順

長

尾

雅

人

（
京
都
大
学
教
授
）

（
早
稲
田
大
学
教
授
）

（
慶
応
義
塾
大
学
教
授
）

辻

直
四
郎

塚

本

善

隆

（
京
都
国
立
博
物
館
長
）

鈴

木

俊

貝

塚

茂

樹

雄

（
京
都
大
学
教
授
）

（
中
央
大
学
教
授
）

榎 江

上

波

夫

（
札
幌
大
学
教
授
）

岩

生

成

岩

井

大

惹

板

野

長

八

山

本

達

郎

村

田

治

郎

原

田

淑

人

辻

直
四
郎

（
日
本
学
士
院
会
員
）

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

（
広
島
大
学
教
授
）

（
法
政
大
学
教
授
）

グ

≪
 

．
 
｀
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市

古

宙

荒

松

雄

（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授
）

研
究
員
（
兼
任
）

青

山

定

雄

A
・
フ
ォ
ン
・
ガ
ベ
イ
ン
（
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
名
誉
教
授
）

w
.
T
・
デ

・
バ
リ
イ

（
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
教
授
）

名
誉
研
究
員

（
京
都
大
学
教
授
）

（京
都
大
学
教
授
）

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

P
・
ド
ゥ
ミ
ェ
ヴ
ィ
ユ
（
フ
ラ
ン
ス
学
士
院
会
員

S
・エ

リ
セ
ー
エ
フ
（
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
教
授

w
．
フ
ッ
ク
ス
（
ケ
ル
ン
大
学
教
授
）

B
・
カ
ル
ル
グ
レ
ン
（
前
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
極
東
古
代
博
物
館
長
）

W
・
サ
イ
モ
ン
（
英
国
学
士
院
会
員

G
・
ト

ゥ
ッ
チ
（
ロ
ー
マ
大
学
教
授

前
コ
レ
ー
ヂ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
教
授
）

イ
タ
リ
ア
中
東
亜
研
究
所
長
）

（
中
央
大
学
教
授
）

（
お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授
）

ロ
ン
ド
ン
大
学
ア
ジ
ア
11
ア
フ
リ
カ
研
究
学
校
名
誉
教
授
）

E
.
0
・
ラ
イ
シ
ャ
ウ
ァ
ー
（
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
教
授
前
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
エ
ン
チ
ン
研
究
所
長
）

冗
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
エ
ン
チ
ン
研
究
所
長
）

吉

川

幸

次

郎

山

本

達

郎

森

鹿

宮

崎

市

定

- 10 -



J・ 

♦ 

関

野

雄

周

藤

吉

之

鈴

木

俊

末

松

保

和

佐

伯

富

後

藤

均

平

河

野

＇ ノ‘

郎

草

野

靖

北

村

甫

菊

池

英

夫

神

田

信

夫

亀

井

孝

岡

田

英

弘

梅

原

末

治

宇
都
木

岩

生

成

章

（
法
政
大
学
教
授
）

（
青
山
学
院
大
学
助
教
授
）

（
京
都
大
学
名
脊
教
授
）

（
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
助
教
授
）

（
一
橋
大
学
教
授
）

（
明
治
大
学
教
授
）

（
山
梨
大
学
助
教
授
）

（
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
教
授
）

（
日
本
女
子
大
学
助
教
授
）

（
新
潟
大
学
助
教
授
）

（
京
都
大
学
教
授
）

（
学
習
院
大
学
教
授
）

（
中
央
大
学
教
授
）

（
東
洋
大
学
教
授
）

（
東
京
大
学
教
授
）

． 
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山

本

達

郎

山

根

幸

夫

護

雅

夫

村

松

祐

次

宮

坂

宏

三
根
谷

徹

松

村

潤

松

本

信

廣

藤

枝

晃

坂

野

正

高

中

嶋

敏

鳥

海

靖

鶴

見

尚

弘

田

中

正

俊

田

中

時

彦

田

川

孝

（
東
京
大
学
専
任
講
師
）

（
東
海
大
学
助
教
授
）

（
横
浜
市
立
大
学
助
教
授
）

（
山
梨
県
立
女
子
短
期
大
学
助
教
授
）

（
東
京
大
学
助
教
授
）

（
東
京
教
育
大
学
教
授
）

（
東
京
大
学
教
授
）

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
教
授
）

（
慶
応
義
塾
大
学
教
授
）

（
日
本
大
学
助
教
授
）

（
東
京
大
学
助
教
授
）

（
専
修
大
学
専
任
講
師
）

（
一
橋
大
学
教
授
）

（
東
京
大
学
助
教
授
）

（
東
京
女
子
大
学
教
授
）

（
東
京
大
学
教
授
）

.. ｀
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助

手

川

久

保

佐

恵

子

柴

田

邦

子

関

研

究

生

後

藤

明

西

義

郎

流
動
研
究
員

奨
励
研
究
生

研
究
室
研
究
員

｀ 

ケ
ッ
ン
・
サ
ン
ポ

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
教
授
）

ソ
ナ
ム

・
ギ
ャ
ー
ツ
ォ

ツ
ェ
リ
ン
・
ド
ル
マ
（
昭
和
四
十
二
年
八
月
帰
国
）

丹

喬

竺

沙

雅

章

聡

恵

- 13 -



ロ
ン
ド
ン
の

British
M
u
s
e
u
m
 

東
洋
文
庫
論
叢
第
四
十
八

本
書
(

m

)

は
、
さ
き
に
公
刊
し
た
第
I
編

（
本
論
）
及
び
第
II
編
（
資
料
編
）
に
対
す
る
図
録
編
に
当
る
も
の

で
あ
る
。
本
書
に
収

録
し
た
図
録
は
、
第
I
編
及
び
第
II
編
中
に
引
用
せ
ら
れ
た
資
料
中
最
も
稀
隈
に
属
す
る
も
の
を
選
び
、

て
い
る
も
の
は
、

そ
れ
に
よ
り
誰
で
も
研
究
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
、

録
中
に
複
刻
し
た
古
地
図
は
大
小
七
十
点
あ
り
、

同
一

P
o
r
t
o
l
a
n
o
よ
り
数
個
所
を
採
用
し
た
り
、

散
在
す
る
そ
れ
ら
の
原
図
を
歴
訪
し、

そ
れ
は
避
け
る
べ
く
）
未
刊
の
も
の
を
多
く
採
用
し
た
。
本
図

そ
の
中
の
古
版
地
図
十
三
点
（
主
と
し
て
パ
リ
の

Biblio
th
e
q
u
e

N
a
tionale
及
び

の
所
蔵
の
も
の
）
を
除
く
五
十
七
点
は
悉
く
手
稿
図
で
あ
り
、

ま
た
は
同
一
図
の
部
分
図
の
細
部
を
示
し
た
も
の
等
二
十
二
点
あ
り
、
こ
れ
ら
を
控
除

す
れ
ば
三
十
五
種
の
手
稿
図
と
な
る
。

こ
れ
ら
は
今
日
、
主
と
し
て
西
欧
諸
国
に
広
く
点
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
著
者
は
諸
国
に

か
つ
そ
れ
ら
の
写
真
を
入
手
し
、
本
書
に
収
録
し
て
い
る
。

0
「

M
e
m
o
i
r
s
of t
h
e
 
R
e
s
e
a
r
c
h
 D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 of t
h
e
 T
o
y
o
 B
u
n
k
o
 (T
h
e
 O
rie
n
tal
 Li
b
r
a
r
y
)」
N
o
.
2
5
 C

東
洋
文
庫
欧
文
紀

正
誤
表
一
、
本
文
二

0
八
頁
、
昭
和
四
二
年
六
月

0
中
村
拓
著

「鎖
国
前
に
南
蛮
人
の
作
れ
る
日
本
地
図
」

1

刊

行

図

四

事

業

書

(
I
I
I
)
 

ま
た
（
既
に
他
に
刊
行
せ
ら
れ

そ
の
中
に
は
同

一
ア
ト
ラ
ス
ま
た
は

B
4
判

緒
言
五
、
凡
例
一
、

目
次
八
、
索
引
九

- 14 -



言
¥
 ，
 

眺
探
I1十
日
）
m
o
弄
1
回
<
嵐
苗
品
町
閲

• 

Enoki, 
K
a
z
u
o
 
:
 Dr. G. 
E. 
Morrison a

n
d
 the T
o
y
o
 Bunko. In Celebration of the Fiftieth Anniversary 

of the Transfer of 
Dr. 
G. 
E. 
Morrison Library to 

B
a
r
o
n
 Hisaya Iwasaki (1917-1967) 

Sekino, 
Takeshi: N

e
w
 Researches o

n
 the Lei-ssu 

・
 

Tsuji, 
Naoshiro 

:
 
N
o
t
e
s
 o
n
 the 
Rajasiiya-section 

(IX. 
1.) 
of 
the Manava-srautasiitra, 

continued 

0
「巌
批
択
皆
用
十
宮
母
暗
」
（喘
1恰
II11嘔）
m
o
罪
1く
目
嶽
図
婆
<
園
涯
翌
1
苦
品
町
渇
1
0
匹

0
「
賑
批
択
吾
姦
網
図
攀
IIl1啜
（
品
檸
．
廿
囲
棒
・
蓉
澁
鞠
）
」臼
l
和
<i
く母
目
匹
～
1
主
（
や
母
Ill匹
公
互
罪
（
足
匠
）
や
l
嵐
皆
品

目
I
1母
用
匹

0
「蛋
批
択
皆
母
癖
（
苦
品
匡
1
母
逐
凶
<
m
弄
1
1<
賦
皆
品
回
11
母
1
11
匹

～
 碧
悪
領
（
菩
品
回
十
l
1
 
ltt-
嵌
娯
批
紐
詫
剖）

gI 

勘
芸

網
l0
ギ
回
用
宍
十
ギ
rn

「1竜
噸
回
・
翌
．
rn
怜
s
痣
」

揆］
1。
<
回
団
文
1
l十
匡
rn

「焼中
l炉
J抵
垢
」

睾
起
堀
恙
擬
暴
臣
娯
志
卓
睾
写
袢
縫

til怜
中1聡
斡呈｛隕
嘔
桑
田
速
4<



「静
嘉
堂
文
庫
陸
心
源
旧
蔵
本
に
つ
い
て
」

第
二

0
九
回

第
ニ
―

0
回

第
ニ
―
一
回

第
ニ
―
二
回

五
月
三
十
一
日

「
鋳
造
法
の
さ
ま
ざ
ま
」

「
藍
と
紅
の
そ
め
も
の
」

「中
国
の
古
印
」十

月
十
八
日

「モ

リ
ソ
ン
と
東
洋
文
庫
ー
ー
モ
リ
ソ
ン
文
庫
五
十
周
年
を
迎
え
て
ー
ーー」

第
ニ

―
三
回

第
ニ
―
四
回

第
ニ
―
五
回

十
月
二
十
五
日

十
一
月
一
日

十
一
月
八
日

「慶
応
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
に
つ
い
て
」

「
東
北
大
学
狩
野
文
庫
に
つ
い
て
」

秋

期

六
月
十
四
日

六
月
七
日

東
北
大
学
附
属
図
書
館
古
典
目
録
編
纂
主
任
矢
島
玄
亮

日
展
評
諮
員

国
学
院
大
学
教
授
・
元
東
洋
文
庫
主
事

慶
応
義
塾
大
学
教
授

静
嘉
堂
文
庫
長

米

山

寅

太

郎

阿

部

隆

石

田

幹

之

助

小

林

斗

室

染

織

作

家

松

原

利

男

文

化

財

専

門

審

議

委

員

香

取

正

彦

- 16 -



昭
和
四
士
二
年
一
月
十
日

昭
和
四
士
二
年
二
月
七
日

昭
和
四
十
二
年
十
二
月
十
六
日

一
ノ
関
工
業
高
等
専
門
学
校
助
教
授

細

谷

良

夫

研

究

生

後

藤

明

和

田

久

徳

昭
和
四
十
二
年
九
月
三
十
日

昭
和
四
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日

竺

沙

雅

章

「
方
服
の
乱
に
つ
い
て
」

丹

喬

「
バ
リ
島
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
つ
い
て
」

森

弘

之

昭
和
四
十
二
年
六
月
三
日

「
『
皇
輿
全
覧
図
』
に
つ
い
て
」

矢

沢

利

彦 正
統

十
一
月
十
五
日

昭
和
四
十
二
年
四
月
八
日

昭
和
四
十
二
年
五
月
二
十
日

昭
和
四
十
二
年
七
月
八
日

「
典
座
教
訓
」

3

研

究

会

（
東
洋
文
庫
談
話
会
）

「
釜
山
倭
館
史
料
の
成
立
と
伝
存
」

「
蘇
東
披
論
」

「
各
国
の
図
書
館
・
古
文
書
館
」

「
マ
ホ
メ
ッ
ト
伝
研
究
の
最
近
の
動
向
」

「
清
朝
に
お
け
る
八
旗
制
度
の
展
開
」

埼
玉
大
学
教
授

東
京
大
学
大
学
院
生

京
都
大
学
助
教
授

奨
励
研
究
生

流
動
研
究
員

お
茶
の
水
女
子
大
助
教
授

内
地
研
究
員

「
天
理
図
書
館
錦
屋
文
庫
に
つ
い
て
」

第
ニ
―
六
回

... 

今、

• 

研

究

生

長

天
理
大
学
教
授

石

田

正

憲

木

村

三
四
吾

-17-



』

·— 

国
宝
・
重
要
文
化
財
十
五
点

特
別
陳
列

緒
論

展
示
内
容

後

援

文

化

財

保

護

委

員

会

主

催

会 会

場

第
五
士
二
回
展
示
会

東
洋
文
庫
五
十
周
年
展昭

和
四
十
二
年
十
月
二
十
日
（
金
）

昭
和
四
士
一
年
十
一
月
一
日
（
水
）

東
急
百
貨
店
日
本
橋
店
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル

財
団
法
人
東
洋
文
庫

読
売
新
聞
社

・
同
ブ

ッ
ク
ク
ラ
ブ

東
京
都
教
育
委
員
会

展
示
会
趣
旨
、
東
洋
文
庫
に
つ
い
て
、

至

期

自

4

展

示

会

モ
リ
ソ
ン
氏
に
つ
い
て
、
岩
崎
氏
に
つ
い
て

午
前
十
時
至
午
後
六
時

- 18 -



開
会
式
次
第

主
催
者
挨
拶

会

場
日

時
日
本
人
の
新
中
国
旅
行
記

開
会
式
を
行
な
っ
た
。

十
月
二
十
日

午
前
十
一
時
よ
り

東
急
百
貨
店
日
本
橋
店
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル

以
上
約
六
百
点
の
書
籍
等
が
展
示
さ
れ

地
図
銅
版
画

中
国
と
東
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
書
籍

中
国
風
俗
画

拓
本
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
の
見
た
中
国

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
見
た
日
本

江
戸
文
化

東
洋
博
物
誌

一
日
約
二
千
人
位
の
参
観
者
で
に
ぎ
わ

っ
た
。
な
お
一
般
公
開
に
先
だ
っ
て
、
左
記
の
通
り

- 19 -



二
、
内
外
の
東
洋
学
に
関
す
る
情
報
提
供
、
通
信
連
絡

二
、
東
洋
文
庫
刊
行
物
の
欧
文
要
旨
作
成

5

情

報

連

絡

参
会
者
約
六
十
名

ア
レ
ン
．．
ブ
ラ
ウ
ン

ア
レ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
夫
人

読
売
新
聞
社
常
務
取
締
役

国
立
国
会
図
書
館
長

駐
日
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使

テ
ー
。
フ
カ
ッ
ト

十
月
二
十
四
日
（
火
）
に
は
皇
太
子
殿
下
の
御
台
臨
が
あ
り
、
榎
専
務
理
事
の
御
説
明
で
、
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
同
十
時
十
七
分
ま

で
会
場
を
御
覧
遊
ば
さ
れ
た
。

本
年
度
事
業
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
内
外
の
大
学
カ
レ
ン
ダ
ー
の
蒐
集

河

野

義

克

文
部
大
臣

代
理

・
政
務
次
官

来
賓
祝
辞

鋲

木

亨

弘

橋

本

道

淳

東

洋

文

庫

長

辻

直

四

郎

｀`
 

代
理
・

ノ
ー
マ
ン

・
バ
ー
ト
レ

ッ
ト
夫
人

代
理
・
文
化
参
事
官
ノ
ー
マ
ン
・
バ
ー
ト
レ
ッ
ト

谷
川

和

穂
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複

写

賓

料

定単

期

刊行

行

物本

三
二
九
冊

1
0
三
冊

三
四
七
齢

二
五
九
枚

区

分

数

丘
且

賓

料

購

入

本
年
度
に
購
入

・
交
換
等
で
受
入
れ
た
賓
料
の
総
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
賓
料
の
収
集

購
入

・
受
贈

・
交
換
の
手
段
を
通
し
て
賓
料
の
収
集
に
つ
と
め
、
近
代
東
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
ア
ジ
ア
全
域
の
研
究
調
査
賓
料
図
書

館
と
し
て
、
今
日
の
要
求
に
応
え
う
る
機
能
の
充
実
を
目
標
に
賓
料
の
収
集
を
は
か
っ
た
。
今
年
度
は
一
般
文
献
賓
料
の
他、

特
に
中
央

ア
ジ
ア
特
別
文
献
賓
料
収
集
計
画
の
二
年
目
と
し
て
、
中
央
ア
ジ
ア
関
係
の
欧
文

・
現
地
語
の
研
究
文
献
資
料
の
収
集
に
心
が
け
た
。

本

年
度
末
現
在
の
蔵
書
数
は
五
一
五
九
九

0
冊
で
あ
る
。

6

図
書
の

収
集
と
閲
覧

四
、
来
日
外
国
人
学
者
へ
の
便
宜
供
与

ヽ
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b
 

む
な
く
今
回
廃
棄
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

の
外
に
も
数
多
く
の
冊
子
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
他
モ
リ
ソ
ン
収
集
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
う
ち
、

主
と
し
て

C
h
i
n
a
P
r
o
p
e
r
 

‘、

本
年
度
新
収
増
加
図
書
の
分
類
カ
ー
ド
―
二

0
0点
を
作
成
し
た
。

a な
お
、
こ

の
た
め
の
選
択
図
書
カ
ー
ド
は
千
枚
、
収
集
図
書
事
務
用
カ
ー
ド
は
二
四
九
二
枚
、
通
信
連
絡
三

一
0
件
で
あ
っ
た
。

二
、
資
料
の
整
理

洋
書
目
録
室

烈
な
台
風
に
襲
わ
れ
、

和
漢
書
目
録
室

の
カ
ー
ド
四
五
五

0
枚
を
調
査
し
作
成
し
た
。
こ

モ
リ
ソ
ン
文
庫
が

シ
ナ
か
ら
輸
送
さ
れ
て
深
川
の
倉
庫
に
荷
上
げ
さ
れ
た
大
正
六
年
九
月
に
猛

その高潮により水中に没したためにアート紙が膠着し一枚の板のように変質して了ったものは己

， I 定 単
区

期

計刊行

行
ノ刀＼ 

物 本

そ 冒ー、ズ

和

漢
七 四二

塁門巴翡冊
書 又芦

洋
． 

ヽ ヽ

五 八六
四八六 書
九一八冊

五、扉聞ニ、ニ、

贈

計

二九 -種‘-ノ-ー＝＝ 九六
四 ニニ冊

国

五 ＝一
ノI‘ - ：：：： 内 寄
六八八冊

国
． ． 

ヽ ヽ

0 五-一 九 外
四冊

贈
• 

~ 

計ヽ ヽ

八五三
七三
一九二冊

資

料

交

換
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Or 

5
 
4

K
u
r
u
s
a
p
h
a
 (
文
部
省
外
郭
組
織
）
刊
行
の
叢
書

3

頒
布
本

(
C
r
e
m
a
t
i
o
n
v
o
l
u
m
e
)
 

2
 
1

チ
ャ
ラ
ッ
ト
氏
旧
蔵
本

両
氏
が
当

っ
た。

収
集
図
書
は
漢
籍
五

0
四
部

一
八
二
六
冊

・
一
八
九
葉
、
カ
ー
ド
数
ニ
―
三
一
枚
、
和
書
四
三
六
部
五
八
一
冊

・
ニ
枚
、

今
年
度
受
贈
図
書
の
内
特
記
す
べ
き
も
の
に
、
近
代
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
購
入
の
線
装
本
一
括
資
料
が
あ
る
。

ア
ジ
ア
文
献
目
録

本
年
度
譲
受

（
購
入
、
受
贈
）
図
書
総
冊
数
は
、

此
の
内
、
特
記
す
べ
き
も
の
に
、
製
本
冊
数
九
七
三
冊
（
実
数
一

、
四
六
五
冊）

よ
り
成
る
、

カ
ー
ド
数
ニ

タ
イ
文
献
の
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

こ
れ
は
タ
イ
国
在
住
の
松
田
商
会
主
、
松
田
嘉
久
氏
よ
り
、
在
タ
イ
日
本
大
使
館
、
外
務
省
を
介
し
て
、
東
洋
文
庫
へ
寄
贈
さ
れ
た
タ
イ

貨
十
万
バ
ー
ト
相
当
の
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は

タ
イ
国
法
律
集
成

一
般
新
刊
書

タ
イ
文
献
の
第
一
回
到
着
分
で
、
文
献
の
選
択
、
購
入
、
発
送
に
は
、
外
務
事
務
官
秋
山
光
路
、
石
井
米
雄
の

よ
り
成
り
、
内
容
は
文
学
、
史
学
、
宗
教
、
政
治
、
伝
記
、
旅
行
記
、
語
学
等
の
各
領
域
に
ま
た
が
り
、
特
に
文
学
、
史
学
部
門
の
も
の

c
 

五
八
二
枚
の
整
理
を
行
な
っ
た
。

一
、
二
九
0
冊、

使
用
言
語
は
、
十

一
ヶ
国
語
で
あ
る
。

A
疇
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さ
は

B
5
判、s
 

T
 
E
 
L
 
H
 
p
 
M
 
A
 
p
 

の
如
く
、
分
類
及
び
函
架
番
号
と
、
存
否
が
一
見
で
判
る
よ
う
に
全
体
の
通
し
番
号
を
入
れ
た
。

三
、
蔵
書
目
録
等
の
編
集
と
刊
行

本
年
度
刊
行
し
た
目
録
は
次
の
五
種
で
あ
る
。

MORRISON 

a
 

I
l
I
1
|
|
1
5
 

p
 

CHINA 

本
年
度
製
本
室
で
施
工
し
た
図
書
の
冊
数
は
、
単
行
本
一
―
二
冊
、
定
期
刊
行
物
六
九
九
冊
、
複
写
資
料
の
製
本
三
二

0
冊
、
製
峡
二

三
六
で
あ
っ
た
。

に
収
め
て
排
架
さ
れ
て
い
た
が
、
長
い
間
の
紛
失
を
防
ぐ
為
に
、
原
則
と
し
て
函
架
番
号
順
に
十
五
冊
ず
つ
を
合
せ

て
製
本
し
た
。
大
き

e
 製
本

d

そ
の
他

こ
の
外
、

ク
ウ
ェ
ー
ト
及
サ
ウ
デ
ィ
・
ア
ラ
ビ
ヤ
よ
り
寄
贈
の
、
宗
教
書
を
中
心
と
し
た
ア
ラ
ビ
ャ
文
献
が
あ
る
。

本
年
度
新
た
に
登
録
し
た
和

・
漢
・
洋
の
単
行
本
及
び
逐
次
刊
行
物
の
総
数
は
五
一
七
二
冊
で
あ
る
。

ま
た
目
録
カ
ー
ド
複
製
は
、
事
務
用
、
閲
覧
室
用
を
含
め
て
八
九
五
二
枚
作
成
さ
れ
た
。

モ
リ
ソ
ン
氏
収
集
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
は
、
従
来
一
冊
ご
と
に
分
類
番
号
を
つ
け
、
十
五
ー
三
十
冊
ず

つ
ま
と
め
て
箱

A
4
判、

B
3
判
の
三
種
、
装
禎
は
本
ク
ロ
ー
ス
を
使
用
し
、
背
に

は
、
そ
の
重
要
既
刊
文
献
の
七
割
を
尽
し
て
い
る
。

ー

J̀
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a d
 

c
 

a 

史
部

本
年
度
編
集
し
た
目
録
は
次
の
二
種
が
あ
る
。

A
 c
a
t
a
l
o
g
u
e
 
of 
t
h
e
 periodicals 
in 
f
o
r
e
i
g
n
 
l
a
n
g
u
a
g
e
s
 in 
t
h
e
 T
o
y
o
 B
u
n
k
o
,
 ac
q
u
i
r
e
d
 
d
u
r
i
n
g
 
t
h
e
 
y
e
a
r
s
 

1
9
1
7ー
ー

1
9
6
6
.

東
洋
文
庫
創
立
以
来
の
欧
文
雑
誌
類
は
モ
リ
ソ
ン
文
庫
時
代
よ
り
通
算
し
て
専
門
書
の
み
で
も
千
五
百
種
に
お
よ
ぶ
、

は
廃
刊
書
も
相
当
に
あ
る
が
、
今
回
全
部
を
網
羅
し
て
、
国
立
国
会
図
書
館
よ
り
刊
行
し
た
。

二
六
一
号
(
-
九
六
七
•
四
・
一
）
ー
ニ
八
六
号
(
-
九
六
八
・
三
・
一
五
）

国
立
国
会
図
書
館
の
刊
行
で
あ
る
が
、
毎
月
の
十
五
日
号
に
東
洋
文
庫
収
集
の
洋
書
が
速
報
さ
れ
た
。

新
着
図
書
目
録

東
洋
文
庫
が
前
年
度
内
に
収
集
し
た
和
・
漢
•
朝
鮮
刊
行
の
単
行
本
、
定
期
刊
行
物
と
一
括
受
贈
さ
れ
た
図
書
の
内
容
を
明
ら
か

「
東
洋
文
庫
五
十
周
年
展
」
目
録

モ
リ
ソ
ン
文
庫
が
日
本
に
移
さ
れ
て
か
ら
五
十
年
に
な
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
十
月
二
十
日
か
ら
十
一
月
一
日
ま
で
東
急
百
貨
店

日
本
橋
店
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
の
目
録
で
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
十
五
点
を
は
じ
め
、

崎
久
弥
氏
と
東
洋
文
庫
、
東
洋
博
物
誌
、
江
戸
文
化
、
東
ア
ジ
ア
の
書
籍
、

モ
リ
ソ
ン
博
士
と
モ
リ
ソ
ン
文
庫
、
岩

ア
ジ
ア
の
言
語
、

ー
ロ
ッ
パ
人
の
見
た
日
本
、
拓
本
、
風
俗
画
、
銅
版
画
、
地
図
の
各
部
に
わ
た
る
解
説
で
あ
る
。

東
洋
文
庫
漢
籍
分
類
目
録

に
し
た
年
報
で
あ
る
。

十
六
号

一
九
六
八
年
五
月
刊

b

洋
書
速
報

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
見
た
中
国
、

ょ
―

ヨ

こ
の
中
に
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な
お
、
こ
れ
を
表
に
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

四

、

閲

覧

b
 

東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
、
I

連
絡
協
議
会
か
ら
前
年
に
刊
行
し
た

「集
部
」
に
続
い
て
、
本
年
は
「
史
部
」
の
編
集
を
行
な
っ
た
。

藤
井
文
庫
目
録

近
代
医
学
の
基
礎
的
文
献
を
網
羅
し
た
。
藤
井
尚
久
博
士
旧
蔵
の
医
書
約
一
千
五
百
部
の
目
録
で
、
明
年
度
国
立
国
会
図
書
館
よ

り
刊
行
予
定
の
も
の
で
あ
る
。

本
年
度
に
お
け
る
開
館
日
数
は
二
八
六
日
、
閲
覧
人
員
は
四
六
九
四
人
、

日
平
均
約
二
五
七
冊
で
あ
っ
た
。

A
-

一
日
平
均
約
一
六
人
、
利
用
図
書
数
は
七
三
五
五
五
冊
、

- 26 -



開館 一日
昨年同月 一日

昨年同月

月 閲鹿者数 との比 閲覧図書数 との比

日数 平均 C△印は減） 平均 （△印は減）

日 人 人 人 冊 冊 冊
4 23 257 12 △ 35 3,920 171 △83 

5 24 322 13 △ 33 4,845 202 306 

6 26 358 14 35 4,062 156 △1,878 

7 25 477 19 1 6,437 245 △2,137 

8 26 482 19 △105 8,314 320 △6,081 ， 24 455 19 8 6,773 282 24 

10 24 474 20 3 7,564 315 △1,039 

11 22 506 23 168 7,480 340 △301 

12 22 474 22 32 9,089 313 2,971 

1 21 287 14 2 4,935 235 1,468 

2 24 300 13 38 4,234 177 679 

3 '25 302 12 6 5,902 236 △1,197 

計I286 I 4,694 73,555 

和 書 漢 籍 洋 書 合 計

月
部数 1冊数 部数 1冊 数 部 数 1冊 数 部数 1冊数

4 71 233 540 3,403 188 284 799 4,920 

5 208 345 1,006 4,177 210 323 1,424 4,845 

6 202 414 444 3,329 196 316 842 4,062 

7 288 470 720 5,627 246 340 804 6,437 

8 351 681 861 7,133 207 500 1,419 8,314 ， 318 716 803 5,723 159 337 1,280 6,773 
10 301 192 850 6,987 184 384 1,335 7,564 

11 409 885 764 6,239 195 354 1,368 7,480 

12 286 431 1,111 8,386 181 272 1,578 9,089 

1 248 567 436 4,180 105 188 789 4,935 

2 252 719 338 3,202 142 313 732 4,234 

3 281 1,064 444 4,447 174 391 899 5,902 

昭
和
四
十
二
年
度

• 

•-
図
書
閲
屁
状
況

轟

閲
覧
図
書
数

内

訳

， 

＊ 
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ー

撮
影
枚
数

• 

申
込
件
数

リ
フ
ァ
レ
ン
ス

ゼ
ロ
ッ
ク
ス
複
写

焼
付
引
伸
枚
数

四
0
0件

ボ
ジ
択
数

撮
影
嗣
数

五
、
サ
ー
ビ
ス

資
料
複
写
サ
ー
ビ
ス

九
七
、
二
九
七
鮪

四
一
、

五
九
二
枚

―
-
、
三
八
三
吠

八
九
三
件

二
五
、
七
八
四
枚

申
込
件
数

六
―
二
件

写
真
複
写

本
年
度
に
お
い
て
処
理
し
た
複
写
数
量
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

疇
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報
告

後
期
（
昭
和
四
士
二
年
三
月
十
九
日
）

昭
和
四
十
二
年
度
研
究
事
業
報
告

議
事
昭
和
四
十
三
年
度
研
究
事
業
計
画
案
に
つ
い
て

報
告

前
期
（
昭
和
四
十
二
年
＋
月
十
四
日
）

昭
和
四
十
二
年
度
研
究
事
業
中
間
報
告

昭
和
四
十
二
年
度
の
委
員
会
は
左
の
如
く
行
な
わ
れ
た
。

財
団
法
人
東
洋
文
庫
は
、
戦
前
か
ら
そ
の
研
究
事
業
に
国
際
的
規
模
の
実
績
を
あ
げ
て
き
て
お
り
、
さ
ら
に
い
ま
、
東
洋
学
研
究
総
合

セ
ン
タ
ー
と
し
て
広
範
な
研
究
者
の
共
同
利
用
と
一
般
公
開
性
を
具
え
、
研
究
者
に
対
す
る
便
宜
供
与
を
行
な
い
、
専
門
分
野
に
於
け
る

国
内
及
び
国
際
的
連
絡
の
中
心
と
し
て
の
役
割
を
果
す
こ
と
を
広
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。
従
っ

て
そ
の
諸
事
業
を
、
広
く
全
国
的
組
識
に

よ
る
東
洋
学
者
の
総
意
を
反
映
し
て
運
営
す
る
た
め
、
昭
和
三
十
三
年
よ
り
、
東
洋
学
に
関
す
る
主
要
な
研
究
機
関
及
び
研
究
分
野
の
代

表
者
に
依
嘱
し
て
東
洋
学
連
絡
委
員
会
を
組
織
し
、
文
庫
の
事
業
計
画
に
関
す
る
助
言
を
う
け
て
い
る
。

五
ー

研

究

調

査

活

動

東
洋
学
連
絡
委
員
会
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安
岡
昭
男
山
根
幸
夫
山
本
達
郎
箭
内
健
次

研
究
協
力
者

佐
々
木
正
哉

〔
研
究
目
的
〕

坂
野
正
高

日
本
の
近
代
化
は
ア
ジ
ア
史
あ
る
い
は
世
界
史
上
か
ら
も
注
目
を
惹
く
現
象
と
さ
れ
る
が
、

そ
の
過
程
は
中
国

・
朝
鮮
を

は
じ
め
と
す
る
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
近
代
化
過
程
と
不
可
分
の
か
か
わ
り
あ
い
を
も
つ
。
然
る
に
従
来
の
研
究
は
主
と
し
て
内
発
的
国
内
過

程
か
外
交
史
的
関
係
に
注
目
す
る
に
止
り
、
世
界
各
国
特
に
ア
ジ
ア
諸
国
の
近
代
化
と
の
構
造
的
相
互
連
関
に
お
い
て
理
解
し
よ
う
と
す

る
試
み
が
不
充
分
で
あ
っ
た
。
東
洋
文
庫
は
特
に
次
の
三
点
に
重
点
を
お
い
た
研
究
を
行
な
う
。
①
日
本
及
び
ア
ジ
ア
諸
国
の
近
代
化
の

契
機
は
、
十
六
世
紀
に
は
じ
ま
り
十
九
世
紀
に
特
に
顕
著
と
な
っ
た
欧
米
諸
国
の
ア
ジ
ア
ヘ
の
進
出
と
植
民
地
的
支
配
体
制
の
確
立
で
あ

る
。
ア
ジ
ア
諸
国
は
か
か
る
衝
撃
に
対
す
る
対
決
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
近
代
化
へ
の
契
機
を
つ
か
ん
だ
。
従
来
充
分
明
か

で
な
い
こ
の
欧
米
の
進
出
過
程
を
ア
ジ
ア
史
の
立
場
か
ら
具
体
的
に
究
明
す
る
。
③
ア
ジ
ア
諸
国
は
時
期
に
差
こ
そ
あ
れ
こ
の
欧
米
の
進

鈴

木

俊

田

川

孝

田

中

時

彦

田

中

正

俊

鳥

海

靖

沼

田

次

郎

松

村

潤

護

雅

夫

有

馬

成

甫

生

田

滋

研
究
担
当
者

榎

一
雄

課
題
「
日
本
の
近
代
化
過
程
に
対
す
る
国
際
的
評
価
と
そ
の
背
景
」

2

特

定

研

究

そ
の
他

市
古
宙
三

議
事
昭
和
四
十
二
年
度
研
究
事
業
計
画
案
に
つ
い
て

岩
生
成

岩
崎
富
久
男

衛
藤
瀦
吉

神

田

信

夫

北

村

甫

河

野

六

郎
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出
に
対
す
る
対
応
を
契
機
と
し
て
様
々
な
過
程
と
態
様
と
を
以
て
、
近
代
化
に
踏
み
出
し
た
。
日
本
近
代
化
の
独
自
性
と
特
殊
性
を
明
か

に
す
る
比
較
史
的
研
究
及
び
日
本
の
近
代
化
と
ア
ジ
ア
諸
国
の
近
代
化
と
の
構
造
的
関
連
を
究
明
す
る
。
③
日
本
の
近
代
化
に
対
し
て
加

え
ら
れ
る
様
々
の
国
際
的
評
価
は
以
上
の
諸
点
を
照
ら
し
出
す
重
要
な
意
味
を
含
む
と
同
時
に
各
国
の
近
代
化
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
を
ふ

ま
え
て
い
る
。
従
っ
て
欧
米
諸
国

・
ア
ジ
ア
諸
国
の
評
価
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
は
各
国
と
我
国
と
の
段
階
的
質
的
相
違
の
把
握
に
有
効

な
作
業
で
あ
る
。

〔研
究
経
過
の
概
要
〕

東
洋
文
庫
は
、

国
際
協
力
研
究

「東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
西
洋
文
明
受
容
の
歴
史
的
背
景
」
を
担
当
し、

諸
大
学
間
の
共
同
利
用
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
役
割
を
果
し
て
き
た
。

旧
開
国
百
年
記
念
事
業
会
収
集
資
料
と
戦
前
の
欧
文
日
本
研
究
書
の
蒐
集
を
擁
し、

従
来
テ
ー

マ
に
連
関
し
て
東
洋
文
庫
に
お
い
て
出
さ
れ
た
成
果
に
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

ふ？

S
e
l
e
c
t
e
d
List 
o
f
 B
o
o
k
s
 o
n
 J
a
p
a
n
 in 
W
e
s
t
e
r
n
 L
a
n
g
u
a
g
e
s
 (
1
9
4
5
 ~
`
'6
0
)
"
 CA
r
s
t
u
d
i
e
s
 o
n
 A
s
i
a
 A
b
r
o
a
d
 I)
 

T
h
e
 I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 
C
e
n
t
r
e
 of A
s
i
a
n
 S
t
u
d
i
e
s
,
 19
6
4
.
 p
p
.
 74
.
 T
@y
o
 B
u
n
k
o
.
 

「東
洋
文
庫
所
蔵
近
代
日
本
関
係
文
献
分
類
目
録
ー
和
漢

・
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ

ル
ム
の
部
ー」

第
一

ー
第
三
分
冊
の
刊
行

三
八
年

本
特
定
研
究
の
本
年
度

（
第
二
年
度
）
に
お
い

て
は
、
主
要
な
研
究
課
題
を
11

ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
近
代
化
過
程
の
特
質
の
比
較
的

研
究
II

と
し、

そ
の
研
究
に
必
要
な
る
資
料
お
よ
び
参
考
図
書
を
収
集
整
理
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
昭
和
四
十
一

年
度
の
主
要
課
題

「近
代

「欧
文
日
本
研
究
書
目
」
(
-
九
四
五
し
一
九
六

0
)
の
刊
行

昭
和
三
六
し

ユ
ネ
ス

コ
の
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〔
研
究
目
的
〕

化
を
契
機
と
し
て
の
欧
米
諸
国
の
ア
ジ
ア
ヘ
の
進
出
」
の
研
究
を
継
続
し
、

す
る
国
際
的
評
価
」
の
準
備
を
し
た
。

研
究
代
表
者

研
究
分
担
者

度
の
地
方
的
・
歴
史
的
相
違
に
関
す
る
研
究
）

ま
た
昭
和
四
十
三
年
度
の
研
究
課
題
「
日
本
の
近
代
化
に
対

佐
々
木
正
哉

宇
都
木
章

（
近
世
中
国

中
国
史
研
究
の
基
本
史
料
を
豊
富
に
含
ん
で
い
る
歴
代
地
方
志
を
体
系
的
に
蒐
集
・
整
理
し
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
書
誌

・

社
会
•

財
政
三
班
を
組
織
し
、
近
世
中
国
社
会
の
基
礎
楕
造
を
研
究
す
る
。
わ
が
国
に
も
多
数
の
中
国
地
方
志
が
存
在
す
る
が

、

平
図
書
館
所
蔵
の
善
本
に
し
て
、
久
し
く
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
、

を
購
入
し
て
、
本
研
究
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、

〔研
究
経
過
の
概
要
〕

わ
が
国
の
研
究
者
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

北
京
善
本
の
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
の
中
か
ら
、
昭
和
四
十
年
度
、

本
研
究
に
必
要
な
史
料
（
文
集
・
政
書
・
地
方
志
な
ど
）
の
。
フ
リ
ン
ト
を
行
な
っ
た
。

所
の
所
蔵
に
係
る
地
方
志
十
四
点
、

旧
北

四
十
一
年
度
に
引
伸
ば
し
た
も
の
を
除
き
、

そ
の
ほ
か
、
台
湾
の
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究

お
よ
び
内
閣
文
庫
所
蔵
の
明
代
地
方
志
、
国
会
図
書
館
（
旧
上
野
図
書
館
）
所
蔵
の
地
方
志
に
つ
い

い
わ
ゆ
る
北
京
善
本
の
マ
イ
ク
ロ

・フ

ィ
ル
ム

佐

伯

富

菊

池

英

夫

草

野

靖

鶴

見

尚

弘

山

根

幸

夫

に
お
け
る
郷
村
支
配
層
の
存
在
形
態
に
関
す
る
研
究
）
市
古
宙

田
中
正
俊

神

田

信

夫

松

村

潤

（
税
役
制
一
2
 
co 

拿
書
誌
的
調
査
並
び
に
目
録
の
作
成
）
田
川
孝
三
榎

田
川
孝
一

課
題
「
地
方
志
に
も
と
づ
く
中
国
社
会
の
研
究
」

3

機

関

研

究

一

雄

青

山

定

雄

藤

枝

晃



て
も
、
東
洋
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
。
フ
リ
ン
ト
を
作
成
し
た
。
こ
の
結
果
、
世
界
に
現
存
す
る
明
代
地
方
志
は

そ
の
大
半
が
東
洋
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
地
方
志
目
録
は
、

課
題
「
金
石
文
を
主
と
し
た
朝
鮮
史
の
基
礎
的
研
究
」

研
究
代
表
者

研
究
分
担
者

杉
山
信
三

文
部
省
科
学
研
究
費
の
助
成
に
よ
り
、
昭
和
四
十
一
年
度
か
ら
着
手
し
た
こ
の
総
合
研
究
は
、
本
年
が
第
二
年
目
に
な
り
、
前
年
度
に

着
手
し
た
各
種
調
査
・
研
究
を
継
続
す
る
一
方
、
本
年
度
の
新
企
画
を
も
く
わ
え
て
、
大
略
つ
ぎ
の
調
査

・
研
究
活
動
を
お
こ
な

っ
た
。

楽
浪
関
係
史
料
の
う
ち
銘
文
の
あ
る
も
の
の
調
査
を
お
こ
な
い
、
本
年
度
中
に
総
計
五
百
数
十
点
の
調
査
を
完
了

し
た
。
内
訳
は

鏡
、
瓦
、
漆
器
、

銭
貨
、
封
泥
、
印
な
ど
各
種
あ
る
。

⑫
高
句
麗
広
開
土
王
碑
文
の
調
査
・
研
究

こ
の
碑
文
拓
本
の
調
査
は
前
年
度
か
ら
着
手
し
て
い
た
が
本
年
度
は
東
京
国
立
博
物
館
の
収
蔵
史
料
の
な
か
に
原
石
を
撮
影
し
た
乾

板
が
数
枚
あ
る
こ
と
を
発
見
し
、
痛
み
の
は
な
は
だ
し
か
っ
た
同
乾
板
の
修
補
再
生
に
成
功
し
、
今
後
の
研
究
の
た
め
の
ま
こ
と
に

田
楽
浪
関
係
史
料
の
調
査
・

整
理

森

岡

康

長

正

統

梱

本

杜

人

末

松

保

和

田

川

孝

三

河

野

六

郎

武

田

幸

男

後

藤

均

平

西

田

守

夫

松

村

潤

岡

田

英

弘

村

山

正

雄

末
松
保
和

4

総

合

研

究

お
っ
て
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。
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洋

書

一
八

0
点

和

漢

書

中

国

文

③
収
集
図
書

” 

” 

近
代
中
国
研
究
委
員
会

六
六
九
点
、
日
本
文

解
放
日
報
記
事
目
録

近
代
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
彙
報

II 

田

出

版

5
 

③
大
清
皇
帝
聖
徳
碑
の
解
読

・
校
訂

10 

，
 

第

一

部

近

代
現
代
ア
ジ
ア
研
究

各
種
研
究
委
員
会

有
益
な
史
料
と
す
る

こ
と
が
で
き
た。

三
八

0
点
、
漢
籍

二

占
9 1ヽヽ

゜

一
九
六
七
年
一

0
月

B
5

一
九
六
七
年
七
月

B
5

一
九
六
七
年
一

0
月

B
5

三
二
頁

二
九
六
頁

本
碑
文
の
満
・
蒙
文
、
漢
文
両
方
の
拓
本
写
真
を
入
手
し
て
、
従
来
の
解
読
の
補
正
、
校
訂
の
作
業
を
進
行
さ
せ
た
。

こ
の
ほ
か
李
朝
時
代
の
金
石
文
史
料
の
調
査
研
究
も
各
種
の
新
史
料
を
得
て
着
々
進
ん
で
い
る
が
、

三
二
頁

そ
の
詳
細
は
省
略
す
る
。

- 34-



近
代
日
本
研
究
委
員
会

主
と
し
て
特
定
研
究

「
日
本
の
近
代
化
過
程
に
対
す
る
国
際
的
評
価
と
そ
の
背
景
」
の
研
究
運
営
を
担
当
し
、

に
お
け
る
近
代
化
過
程
の
特
質
」
を
課
題
と
し
、

代
化
の
過
程
と
比
較
考
察
し
て
、

東
亜
考
古
学
研
究

ア
ジ
ア
諸
国
の
近
代
化
の
過
程
を
国
別
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、

日
本
近
代
化
の
持
つ
特
質
を
明
白
に
し
た
。

と
く
に
「
ア
ジ
ア
諸
国

そ
の
成
果
を
日
本
近

昨
年
に
引
き
続
き
梅
原
末
治
氏
の
寄
贈
に
か
か
る
「
梅
原
考
古
資
料
」
日
本
関
係
の
資
料
を
年
代
順
に
大
別
し
、
各
時
代
ご
と
に
遺
物

遺
跡
、
地
域
等
に
よ
り
検
索
出
来
る
様
に
整
理
分
類
を
つ
づ
け
て
行
な
っ

た
。

古
代
史
研
究
会

西
周
金
文
（
西
周
金
文
辞
大
系
）
講
読
会
を
開
き
、
言
語
、
経
学
、
考
古
、
歴
史
等
の
諸
方
面
か
ら
す
る
解
読
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
。

敦
煽
文
献
研
究
委
員
会

前
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
と
し
て
、
国
内
国
外
に
現
存
す
る
西
域
出
土
古
文
献
、
古
文
書
の
所
在
調
査

・
複
製
写
真
の
収
集
・
整
理
、

及
び
内
外
の
諸
機
関
並
び
に
研
究
者
の
要
望
に
し
た
が

っ
て
収
集
資
料
の
公
開
・
複
写
サ
ー
ビ

ス
等
を
お
こ
な

っ
た
。

第
二
部
東
ア
ジ
ア
研
究
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部
（
道
教
文
献
・
文
学
・
教
育
文
献
）
の
草
稿
を
ほ
ぼ
完
成
し
た
。
分
担
者
は
吉
岡
義
豊
、
金
岡
照
光
の
二
人
で
あ
る
。

な
お
、
本
年
度
は
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
教
授
竺
沙
雅
章
氏
が
流
動
研
究
と
し
て
来
庫
し
、
共
同
研
究
課
題
「
敦
煽
文
献
に
基

宋
代
史
研
究
委
員
会

宋
代
史
研
究
の
国
際
協
力
事
業
の
一
っ
と
し
て
先
に
原
稿
を
完
成
し
た
「
宋
代
史
年
表
」
の
北
宋
篇
を
刊
行
し
た
。
こ
れ
は
政
治
、
社

会
経
済
、
文
化
の
各
方
面
に
わ
た
る
主
要
事
項
を
豊
富
に
盛
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
「
宋
人
伝
記
索
引
」
は
字
、
籍
貫
、
生
卒
年
、
年
齢
ま
で
記
載
し
た
詳
し
い
も
の
を
ク
ラ
ッ
ケ
教
授
の
御
斡
旋
に
よ
り
、

A
.
C
.
 

L. 
S
.
 Co
m
m
i
t
t
e
e
か
ら
出
版
補
助
を
得
て
四
十
三
年
度
に
か
け
て
刊
行
中
で
あ
る
。

一
方
「
宋
会
要
輯
稿
L

食
貨
の
部
の
要
項
及
び
語
彙
索
引
の
作
成
は
前
年
度
に
引
き
つ
づ
き
、
毎
月
一
回
研
究
会
を
開
い
て
す
す
め
て

づ
く
中
国
文
化
の
総
合
的
研
究
」
に
参
画
し
た
。

一
方
、
前
年
度
に
引
き
つ
づ
き
、

特
に
本
年
度
は
、
東
ベ
ル
リ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
所
蔵
ル
1
1

コ
ッ
ク
蒐
集
吐
魯
番
漢
文
文
献
の
焼
付
写
真
（
一
六
二
葉
）
及
び
。
ハ
リ
国
立
図

書
館
所
蔵
。
ヘ
リ
オ
蒐
集
敦
煙
文
献
の
焼
付
写
真
（
B
5
判、

イ
ン
敦
燒
文
献
断
簡

(
S
t
e
i
n
D
o
c
u
m
e
n
t
s
 a
n
d
 
F
r
a
g
m
e
n
t
s
)
」
（

s
．
六
九
八
一
し
七

0
0
四
、

『
西
域
出
土
漢
文
文
献
分
類
目
録

非
仏
教
文
献
之
部

Ill
』
の
編
纂
を
お
こ
な
い
、
典
籍
類
の

S
・
九
一
三
四
、

し
九
一
七
二
、
計
三
―

1
0齢
）
の
ボ
ジ
・
フ
ィ
ル
ム
、
及
び
焼
付
写
真

(s.
―
―
二
八
二
、
四
葉
）
の
寄
贈
を
う
け
、

っ
た
。
ま
た
石
塚
晴
通
、
土
肥
義
和
に
よ
っ
て
故
浜
田
徳
海
氏
蒐
集
敦
燒
文
献
の
調
査
を
お
こ
な

っ
た。

S
・
九
一
三
八

そ
の
整
理
に
あ

―
二
六
〇
葉
）
を
入
手
し
、
さ
ら
に
大
英
博
物
館
の
好
意
に
よ
り
、
「
ス
タ

―-36 -



宋
代
研
究
文
献
速
報
は
昭
和
三
十
三
年
第
一
号
を
作
成
以
来
、
年
と
と
も
に
好
評
を
得
て
居
り
、
年
四
回
作
成
配
布
し
て
内
外
の
宋
代

明
代
史
研
究
委
員
会

前
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
と
し
て
、
引
続
き
明
清
社
会
経
済
語
彙
の
語
彙
解
を
つ
く
る
作
業
を
つ
づ
け
て
い
る
。
分
担
者
は
岩
見
宏
、

田
中
正
俊
、
鶴
見
尚
弘
、
山
根
幸
夫
の
四
人
で
あ
る。

ま
た
、
明
初
の
基
本
史
料
で
あ
る
『
大
詰
三
編
』
『
大
詰
武
臣
』
『
教
民
榜
文
』
お
よ
び
『
大
明
令
』
の
輪
読
会
を
隔
週
ご
と
に
も
っ

た
。
『
大
詰
』
四
種
に
つ
い
て
は
、

第
三
部

満
蒙
•
朝
鮮
研
究

清
代
史
研
究
委
員
会

人
名
索
引
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

田
「
清
太
宗
実
録
校
定
本
の
作
成
」
清
太
宗
実
録
に
は
、

三
種
の
康
熙
本
清
三
朝
実
録
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
内
閣
文
庫
所
蔵
本
、
国
会
図
書
館
所
蔵
本
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
本
が
こ

れ
で
あ
る
。
ま
た
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
写
本
と
し
て
東
京
大
学
教
養
学
部
所
蔵
本
、
東
洋
文
庫
所
蔵
本
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
従
来
こ
れ
ら

我
が
国
現
存
の
テ
キ
ス
ト
を
調
査
し
て
き
た
が
、
本
年
度
に
お
い
て
は
シ
ナ
写
本
で
あ
る
内
閣
文
庫
本
を
底
本
と
し
て
、
他
本
と
の
異
同

史
研
究
者
の
便
に
供
し
て
い
る
。

お
り
、
現
在
か
な
り
進
捗
し
て
い
る
。

そ
の
原
初
形
態
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
我
が
国
に
伝
来
し
た
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⑱
日
鮮
関
係
史
々
料
の
調
査
・
研
究

②
東
洋
文
庫
収
集
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
な
か
の
朝
鮮
本
の
調
査

・
研
究
。

い
て
は
一-=
――
し
三
四
頁
（
総
合
研
究
）
参
照
）
。

朝
鮮
研
究
委
員
会

本
研
究
委
員
会
の
調
査

・
研
究
は
河
野
六
郎
、

の
よ
う
な
仕
事
を
実
施
し
た。

こ
れ
は
文
部
省
、
総
合
研
究
「
金
石
文
を
主
と
し
た
朝
鮮
史
の
基
礎
的
研
究
」
の

一
環
と
し
て
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る

（
内
容
に
つ

当
文
庫
が
、
さ
き
に
機
関
研
究
と
し
て
収
集
し
た
朝
鮮
本
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
つ
き
前
年
に
引
き
つ
づ
き
、
基
礎
的
調
査
、
解
説

目
録
の
作
製
を
行
な
っ
た
（
こ
の
仕
事
は
専
ら
田
川
孝
三
が
担
当
し
た
）
。

田
朝
鮮
金
石
文
史
料
の
調
査
研
究

い
て
八
旗
制
度
の
研
究
を
行
な
っ
た
。

な
お
、
昭
和
四
十
二
年
九
月
か
ら
二
月
ま
で
、

を
註
す
る
作
業
を
行
な
い
、
天
聡
年
間
の
部
分
に
つ
い
て
は
一
応
校
定
を
終
了
し
た
。

③
「
満
文
老
檬
註
釈
篇
の
作
成
」

一
九
六
六
年
八
月
に
お
け
る
第
三
回

「台
湾
に
お
け
る
満
蒙
の
言
語
及
び
文
献
の
実
地
調
査
」
の
際

故
宮
博
物
院
で
行
っ
た
満
文
原
檬
二
冊
の
調
査
の
結
果
の
整
理
に
あ
た
っ
た
。

一
関
工
専
助
教
授
細
谷
良
夫
氏
が
内
地
留
学
研
究
員
と
し
て
来
庫
し
、
当
研
究
室
に
お

田
川
孝
三
の
両
名
が
中
心
と
な
っ
て
、
年
度
計
画
を
合
議
立
案
し
、
そ
の
結
果
、
つ
ぎ
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担
当

中
央

ア
ジ
ア

・
イ
ス
ラ
ム
研
究
委
員
会

第

四
部

中

央

ア

ジ

ア

・
イ
ス
ラ
ム

・
チ
ベ
ッ

ト
研

究

当
文
庫
の
研
究
者
養
成
計
画
の
一
環
と
し
て
、
長
正
統
を
し
て
、
こ
の
調
査
・
研
究
を
行
な
わ
し
め
た
（
内
容
に
つ
い
て
は
、

長
正
統

「
日
鮮
関
係
に
お
け
る
記
録
の
時
代
」
（
東
洋
学
報
第
五
十
巻
四
号
、
昭
和
四
三
年
三
月
、
七

O
I
―
二
四
頁
）
参
照
。

本
年
度
か
ら
始
め
た

「中
央
ア
ジ
ア
特
別
文
献
資
料
の
収
集

・
整
理

・
情
報
提
供
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
中
央
ア
ジ
ア
に
関
す
る
各
国

語
資
料
の
収
集
に
あ
た
っ
た
。
ま
た
、

フ
ィ
ル
ム
を
若
干
購
入
し
た
。
な
お
、
護
研
究
員
は
、

と
し
て
、
本
文
庫
収
集
の
資
料
に
よ
り
、

チ
ベ
ッ

ト
研
究
委
員
会

昭
和
三
十
六
年
度
よ
り
、
イ
ン
ド
か
ら
招
聘
し
た
チ
ベ
ッ
ト
人
学
者
の
協
力
を
得
て

「
チ
ベ
ッ
ト
人
と
の
協
同
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
の
言

語

・
歴
史

・
宗
教

・
文
化
の
総
合
的
研
究
」
を
続
け
て
来
た
が
、
昭
和
三
十
九
年
度
か
ら
は
重
点
を
文
部
省
補
助
金
に
よ
る
特
別
調
査
研

究

「
チ
ベ
ッ

ト
歴
史
事
典
の
編
集
」
に
置
い
た
。
昭
和
四
十
二
年
度
に
お
け
る
研
究
の
進
行
状
況
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
歴
史
事
典
の
編
集

山
口
瑞
鳳
、

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
卜
。
フ
カ
。
フ
博
物
館
図
書
館
そ
の
他
に
所
蔵
の
オ
ス
マ
ン
朝
史
料
の
マ
イ
ク
ロ

・

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
の
イ
ス
ラ
ム
化
研
究
組
織
の
兼
任
研
究
員

オ
ス
マ
ン
朝
史
の
研
究
に
あ
た
っ
た
。

ソ
ナ
ム

・
ギ
ャ
ー
ツ
ォ
、
ケ
ッ
ン

・
サ
ン
ボ
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5
 

4
 

2
 担

当

ロ
。
フ
サ
ン

担
当

前
年
度
に
編
集
資
料
は
ほ
ぼ
整
備
さ
れ
た
が
、
新
た
に
ニ
ン
マ
派
、

古
代
・
中
世
チ
ベ
ッ
ト
史
の
重
要
文
献
の
研
究

土
観
著
「
ト
ゥ
ム
タ
」

中
で
あ
る
。

唸
u
b
m
t
君
9

の
「
カ
ー
ダ
ム
派
」
「
ゲ
ル
ク
派
」
の
章
、
敦
煽
出
土
チ
ベ
ッ
ト
文
書
等
の
研
究
が
進
行

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
一
、
二
世
、
パ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
一
世
の
伝
記
の
研
究
を
終
了
し
た
。

現
代
チ
ベ
ッ
ト
語
の
記
述
的
研
究

北
村
甫
、

湯
川
恭
敏
、
西
義
郎
、

っ
た
ほ
か
、

ケ
ッ
ン
・
サ
ン
ボ

担
当
山
口
瑞
鳳

星
実
千
代
、

日
本
に
現
存
す
る
チ
ベ
ッ
ト
文
献
目
録
の
編
集

3

歴
代
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
、

パ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
の
伝
記
の
研
究

担
当
山
口
瑞
鳳
、
立
川
武
蔵
、
小
川
一
乗

典
の
項
目
、
記
述
を
追
加
、
補
訂
し
た
。

カ
ル
マ
・
カ
ギ
ュ
派
、

ツ
ェ
リ
ン
が
ド
ゥ
ー
マ
、

サ
キ
ャ
派
関
係
文
献
を
調
査
し
、
事

ソ
ナ
ム

・
ギ
ャ
ー
ツ
ォ
、

前
年
度
に
引
続
き
ヤ
ク
テ
方
言
の
調
査
、
ラ
サ
方
言
録
音
資
料
（
会
話
、
物
語
）
の
文
字
化
と
分
析
、
現
代
文
語
の
研
究
を
行
な

ア
ム
ド
方
言
の
基
礎
語
彙
を
調
査
し
、
「
チ
ベ
ッ
ト
語
の
発
音
と
文
字
」
の
原
稿
を
作
成
し
た
。

ケ
ッ
ン
・
サ
ン
ボ
、
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チ
ベ
ッ
ト
研
究
室
と
の
連
絡
を
一

層
密
に
し
て
行
き
た
い
。

第
五
部
南
ア
ジ
ア
・
イ
ン
ド
研
究

7
 
6
 し

た。 東
洋
文
庫
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
所
蔵
・
大
英
博
物
館
所
蔵
敦
煙
出
土
チ
ベ
ッ
ト
文
書
、
東
洋
文
庫
所
蔵
蔵
外
チ
ベ
ッ
ト
文
献
の

目
録
の
草
稿
を
作
成
し
た
。

チ
ベ
ッ
ト
文
献
の
収
集

ニ
ン
マ
派
関
係
文
献
、

講
読
会
の
開
催

南
方
史
研
究
委
員
会

イ
ン
ド
よ
り
新
た
に
出
版
さ
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
語
出
版
物
（
七
十
八
点
）
を
購
入
し
た
。

「新
テ
。
フ
テ
ル
・
マ
ル
ボ
」

D
e
b
i
K
e
r
d
m
ミ
p
o
g
s
a
r
 m
a
に
つ
い
て
、

共
同
研
究
と
し
て
は
毎
週
金
曜
日
に
「
琉
球
歴
代
宝
案
」
の
講
読
研
究
会
を
開
き
、

チ
ベ
ッ
ト
人
を
中
心
に
毎
週
一
回
講
読
会
を
開
催

ま
た
共
同
作
業
と
し
て
は
東
南
ア
ジ
ア

・
イ

ン
ド

関
係
の
資
料
蒐
集
の
た
め
の
調
査
を
行
な
っ
た
。
し
か
し
、
研
究
者
の
個
々
の
研
究
テ
ー
マ
に
隔
り
が
あ
る
た
め
、
重
点
は
共
同
研
究
よ

り
は
む
し
ろ
個
別
的
な
研
究
に
置
か
れ
て
お
り
、
各
研
究
の
発
表
会
を
随
時
も
つ
こ
と
に
し
て
い
る
。
今
後
、
中
央
ア
ジ
ア
、
イ
ス
ラ
ム

・
- 41 -



「
マ
ホ
メ
ッ
ト
時
代
の
ア
ラ
ブ
社
会
の
考
察
」

7
 
研
究
生
報
告
概
要

中

国

研

究

丹

ビ

ル

マ

研

究

西

従
来
、

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
東
南
ア
ジ
ア
・
チ
ベ
ッ
ト
・
イ
ン
ド
・
イ
ス
ラ
ム
圏
及
び
中
央
ア
ジ
ア

・
満
蒙
な
ど
特
殊
な
言
語

・
文

字
の
修
得
を
前
提
と
す
る
研
究
分
野
は
、
基
礎
的
な
資
料
の
収
集
も
充
分
で
な
く
、

甚
た
立
ち
遅
れ

て
い
た
。
東
洋
文
庫
は
、
戦
前
よ
り
こ
れ
ら
諸
地
域
の
現
地
語
資
料
の
収
集
に
つ
と
め
、

を
担
う
専
門
研
究
者
を
養
成
す
る
た
め
に
研
究
生
の
制
度
を
設
け
て
い
た
が
、
戦
後
に
到
り
特
に
こ
う
し
た
未
開
拓
分
野
の
振
興
を
目
的

と
し
て
、
文
部
省
の
補
助
を
得
、
研
究
者
養
成
制
度
が
復
活
さ
れ
た
。
更
に
右
の
特
殊
分
野
以
外
に
つ
い
て
も
、

の
補
助
金
を
得
て
大
学
院
博
士
課
程
修
了
程
度
の
人
材
に
引
続
き
数
年
間
の
研
究
の
機
会
を
与
え
、
後
継
研
究
者
の
養
成
が
行
な
わ
れ
て

き
た
。
文
部
省
及
び
日
本
学
術
振
興
会
補
助
金
等
に
よ
る
本
年
度
の
研
究
生
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
ム
研
究

義
郎

「
現
代
ビ
ル

マ
語
の
書
記
体
系
と
現
代
ビ
ル
マ

語
の
助
詞
類
に
つ
い
て

―

喬
二
「
宋
代
農
村
社
会
の
研
究
」

後
藤

6
 
研

究

者

養

成

明

「
マ
ホ
メ
ッ
ト
時
代
の
ア
ラ
ブ
社
会
の
考
察
」

後

藤

明

そ
の
研
究
の
持
つ
意
義
の
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず

ま
た
こ
れ
ら
特
殊
分
野
の
次
代

日
本
学
術
振
興
会
よ
り
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を
挙
げ
る
に
留
ま
っ
て
い
る
、
と
い
っ
た
欠
陥
が
指
摘
出
来
る
。

マ
ホ
メ
ッ
ト
、

い
く
つ
か
の
例

そ
の
人
個
人
の
思
想
、
行
動
に
つ
い
て
は
、
既
に
十
九
世
紀
中
頃
よ
り
主
と
し
て
西
欧
の
学
者
の
手
で
無
数
の
研
究
が

発
表
さ
れ
て
お
り
、
今
日
、
史
料
的
な
制
約
の
た
め
、
そ
れ
に
付
け
加
え
る
べ
き
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
彼
が
思
索
し
行
動

し
て
い
た
そ
の
環
境
に
つ
い
て
む
ろ
ん
自
然
の
そ
れ
で
な
く
、
当
時
の
人
々
が
形
づ
く

っ
て
い
た
人
間
関
係
の
そ
れ
に
つ
い
て
の
研

究
は
、
今
世
紀
の
な
か
ば
を
過
ぎ
て
は
じ
め
て
、
本
格
的
に
着
手
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。

私
は
ア
ラ
ブ
文
化
の
な
か
で
異
常
に
発
達
し
た

マ
ホ
メ
ッ
ト
時
代
の
ア
ラ
ブ
社
会
に
あ
っ
た
種
々
な
組
織
原
理
の
追
求
を
試
み
、

自
ら
が
創
り
だ
し
た
彼
の
権
力
の
そ
の
基
盤
と
な

っ
た
も
の
を
探
ろ
う
と
し
た
。

「
現
代
ビ

ル
マ
語
の
書
記
体
系
と
現
代
ビ
ル
マ
語
の
助
詞
類
に
つ
い
て
」

あ
わ
せ
て
、

マ
ホ
メ
ッ
ト

ビ
ル
マ
語
の
書
記
体
系
ー
文
字
上
の
諸
要
素
を
組
合
せ
た
単
位
と
音
額
上
の
諸
要
素
を
組
合
せ
た
単
位
の
対
応
関
係
の
記
述
と
定
義
し

て
お
く
ー
の
総
合
的
な
記
述
と
し
て
は
、

R
.
B. 
J
o
n
e
s
 a
n
d
 U
 K
h
i
n
,
 T
h
e
 B
u
r
m
e
s
e
 W
r
i
t
i
n
g
 S
y
s
t
e
m
 (
1
9
5
7
)

し
か
な
い
。

し
か
も
そ
の
記
述
は
、
田
単
音
節
語
に
限
る
と
い
っ
て
良
く
、
多
音
節
語
に
就
い
て
は
、
所
謂
軽
声
音
節
と
促
音
に
終
る
音
節
以
外
の
音

節
に
続
く
音
節
に
見
ら
れ
る
サ
ン
デ
ィ
の
文
字
上
の
音
節
と
関
連
し
た
記
述
に
限
ら
れ
て
い

る
、
③
J
o
n
e
s
の
挙
げ
て
い
る
文
字
上
の
音

節
の
尾
部
は
、
実
際
に
現
代
ビ
ル
マ
文
語
に
見
ら
れ
る
尾
部
の
全
て
を
尽
し
て
い
な
い
、
③
文
字
上
の
音
節
と
音
韻
上
の
音
節
の
不
規
則

な
対
応
に
就
い
て
ー
不
規
則
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
も
、

更
に
、
書
記
体
系
の
記
述
が
、
音
額
体
系
の
記
述
と
の
対
応
に
お
＞
て
な
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
当
然
、
現
代
ビ
ル
マ
語
の
音
韻
体
系
の

伝
記
学
の
成
果
に
依
っ
て

あ
る
程
度
規
則
化
し
て
記
述
出
来
る
も
の
も
あ
る
ー
は
、

西

義

郎
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問
題
も
こ
こ
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
現
代
ビ
ル
マ
語
の
音
額
体
系
に
関
し
て
は
、

L.
E
.
 Ar
m
s
t
r
o
n
g,
 Ẁ
.
 
S
.
 Co
r
n
y
n
,
西
田
竜

雄
、
M
•
H
a
a
sC
J

 o
n
e
s
,
 R
.
 A.
 Mi
l
l
e
r
な
ど
は

H
a
a
s
に
従
う
）
」

R
.
I. 
M
a
c
D
a
v
i
d
,
 
R•K

. 

S
p
r
i
g
g
,
 D
.
 Be
r
n
o
t
 

よ
る
記
述
が
あ
り
、
音
韻
解
釈
の
点
は
、
兎
も
角
と
し
て
主
と
し
て
ー
語
頭
子
音
、
核
母
音
の

C
l
u
s
t
e
r
A
n
a
l
y
s
i
s
,
声
調
の
解
釈
な
ど

の
点
に
解
釈
の
相
違
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
ー
音
声
観
察
の
面
で
は
、

し
た
情
報
提
供
者
の
出
身
地
が
中
央
ビ
ル
マ
方
言
の
話
さ
れ
る
各
地
に
及
ん
で
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
音
韻
的
に
は
、
極
め
て
統
一
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
示
め
す
。
然
し
各
語
に
就
い
て
み
る
と
発
音
は
一
様
で
な
い
こ
と
も
多
い
。
書
記
体
系
を
取
り
上
げ
る
時
は
、

し
か
し
、
田
軽
声
音
節
を
間
に
し
た
一
連
の
子
音
群
な
ど
に
つ
い
て
は
、
観
察
と
解
釈
も
一
様
で
な
い
、
③
い

ず
れ
も
現
代
ビ
ル
マ
語
（
ア
ラ
カ
ン
・
タ
ヴ
ォ
イ
な
ど
の
諸
方
言
と
対
比
し
て
中
央
方
言
と
呼
ん
で
も
良
い
だ
ろ
う
。
）

就
い
て
は
、
充
分
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
嫌
い
が
あ
る
、
③
可
能
な
全
て
の
音
韻
上
の
音
節
を
尽
し
て
い
な
い
、

書
記
体
系
を
記
述
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
各
語
の
発
音
に
就
い
て
、
若
し
標
準
的
な
も
の
を
定
め
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、

係
に
お
い
て
、
若
し
そ
れ
が
出
来
な
い
な
ら
ば
、
出
来
る
限
り
、
中
央
方
言
内
の
発
音
の

V
a
r
i
a
n
t
s
を
挙
げ
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

こ
の
様
な
諸
点
を
考
慮
に
入
れ
て
、
ビ
ル
マ
語
の
書
記
体
系
の
記
述
を
試
み
た
。

次
に
ビ
ル
マ
語
の
文
法
体
系
に
お
い
て
、
助
詞
の
果
す
役
割
は
、

か
れ
る
。

大
い
に
問
題
と
な
る
。
）

い
ず
れ
も
略
々
一
致
し
て
い
る
。

（
こ
の
事
は
、

部

な
ど
と
い
っ
た
点
が
気
付

そ
れ
と
の
関

日
本
語
の
助
詞
の
場
合
に
劣
ら
ず
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
現
代

ビ
ル
マ
語
の
助
詞
に
就
い
て
の
総
合
的
な
記
述
と
し
て
は
、

J.

A
.
 St
w
a
r
t
,
 Ẁ
.
 
S
.
 Co
r
n
y
n
,
 mi
n
n
 L
a
t
t
,
原
田
正
春
の
諸
氏
に
よ

る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
他
動
詞
節

(
v
e
r
b
a
I
s
y
n
t
a
g
m
a
)
に
現
わ
れ
る
助
詞
類

(final
v
e
r
b
 particles
,
 ve
r
b
 particles
,
 

内
の
方
言
差
に

各
研
究
者
の
使
用

こ
の
こ
と
が

の
諸
氏
に
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a
u
x
illiary 
v
e
r
b
s
)
 
に
関
す
る
可
成
り
精
密
な
研
究
と
し
て

A
.
J. 
All
ot
 

つ
い
て
網
羅
的
で
な
い
、
③
機
能
の
記
述
が
不
正
確
か
、
単
純
化
し
す
ぎ
て
い
る
、
③
意
味
の
記
述
が
、
最
後
の
論
文
の
場
合
を
除
い
て

厳
密
で
な
く
、
体
系
化
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
た
欠
陥
を
示
し
て
い
る
。
更
に
助
詞
の
定
義

・
分
類
も
互
に
異
っ
て
い
る
。
こ
の
様
な
諸

「
宋
代
農
村
社
会
の
研
究
」

佃
戸

・
自
作
農
と
い
っ
た
小
農
民
の
具
体
的
な
存
在
形
態
を
解
明
す
る
た
め
の
一
作
業
と
し
て
、

る
べ
く

「戸
」
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
戸
」
と
い
う
の
は

「家
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
す
な

わ
ち
家
と
い
う
の
は
直
接
的
な
血
の
つ
な
が
り
と
財
を
同
じ
く
す
る
家
族
か
ら
な
る
一
っ
の
生
活
単
位
で
あ
り
、

国
家
権
力
が
上
か
ら
と
ら
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
た
て
ま
え
と
し
て
は
そ
し
て
普
通
に
は
戸
と
家
と
は
同
じ
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
ず
れ
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
ら
が
詭
名
挟
戸
、
相
冒
合
戸
な
ど
で
あ
り
、

当
時
、
郷
村
内
に
は
田
産
を
所
有
す
る
地
主

・
自
作
農
の
ほ
か
に
、

ず
れ
も
家
を
構
成
し
、

点
を
考
慮
に
入
れ
、
現
代
ビ
ル
マ
語
の
助
詞
の
記
述
を
試
み
た
い
。

小
農
民
と
国
家
権
力
と
の
関
係
を
探

田
産
を
持
た
な
い
も
の
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
。
彼
ら
の
大
部

分
は
佃
戸
と
し
て
地
主
か
ら
土
地
を
借
り
て
耕
作
し
、
残
り
の
も
の
は
何
ら
か
の
業
次
を
経
営
し
て
生
計
を
た
て
て
い
た
が
、
彼
ら
は

い

そ
れ
に
よ
っ
て
国
家
か
ら
独
立
の
戸
と
し
て
把
握
さ
れ
、
そ
の
税
役
を
直
接
に
負
担
す
る
と
と
も
に
、
災
害
の
際

に
は
賑
位
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
立
戸
の
条
件
は
決
し
て
田
産
所
有
な
ど
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
佃
戸
を
は
じ
め
と
す
る
土

地
を
持
た
な
い
も
の
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
家
族
（
農
業
を
基
幹
と
す
る
何
ら
か
の
生
計
を
た
て
て
＞
る
）
が
つ
ま
り
家
が
全
て
戸
と
し

て

こ
れ
ら
は
法
律
上
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

の
論
文
が
あ
る
。
し
か
し

戸
と
い
う
の
は
そ
れ
を

丹

喬

い
ず
れ
も
田
取
扱
う
助
詞
に
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〔
論

文

〕

青

山

定
雄 ＇

「
宋
代
に
お
け
る
江
西
出
身
の
高
官
の
婚
姻
関
係
」

（
聖
心
論
叢
第
二
十
九
集
昭
和
四
二
年
六
月
）

，
 

細
谷
良
夫
（
一
ノ
関
工
業
専
門
高
等
学
校
助
教
授
）
〔
研
究
課
題
〕

東
洋
文
庫
の
主
要
な
特
色
の
―
つ
は
、
総
合
的
研
究
機
関
と
し
て
の
研
究
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
具
え
て
い
る
点
に
あ
る
。
そ
の
研
究
体

制
は
、
流
動
的
共
同
利
用
的
で
あ
る
点
に
特
色
が
あ
り
、
東
洋
学
連
絡
委
員
会
制
度
、
研
究
員
制
度
及
び
研
究
者
養
成
制
度
を
採
用
し
て

一
研
究
機
関
の
枠
を
越
え
た
総
合
的
か
つ
流
動
的
共
同
研
究
を
行
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
日
本
学
術
振
興
会
及
び
ハ
ー
バ

ー
ド
・
エ
ン
チ
ン

研
究
所
等
よ
り
の
補
助
金
に
よ
っ
て
海
外
及
び
地
方
在
住
研
究
者
を
受
入
れ
て
研
究
者
の
調
査
・
研
究
活
動
に
便
宜
を
提
供
し
て
い
る
。

本
年
度
の
日
本
学
術
振
興
会
補
助
金
に
よ
る
流
動
研
究
員
及
び
内
地
研
究
員
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

流
動
研
究
員

内
地
研
究
員

竺
沙
雅
章
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
教
授
）
〔
共
同
研
究
課
題
〕
「
敦
燒
文
献
に
基
づ
く
中
国
文
化
の
総
合
的
研
究
」

夫
教
授
の
指
導
に
よ
り
満
州
語
の
習
得
・
満
州
語
史
料
の
解
読
及
び
史
料
の
閲
覧
を
行
な
っ
た
。

職
員
の
研
究
業
績

8
 
海
外
及
び
地
方
在
住
研
究
者
の
受
入
れ

把
握
さ
れ
る
た
て
ま
え
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

... 

以
上
の
よ
う
な
主
旨
の
論
文
を
、
「
戸
に
関
す
る
一
考
察
ー
主
戸
客
戸
制
研
究
の
前
提
ー
」
と
し
て
ま
と
め
た
。

「
清
朝
社
会
経
済
史
」

崎 細
谷
良
夫
氏
は
神
田
信
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〔
学
界
動
向
〕

〔書
評
紹
介
〕

〔
評
論
雑
記
〕

〔講

演

〕

〔著

書

〕

〔

論

文

〕

荒

「
李
賀
」 二

部
）

月）

「
海
外
学
界
消
息

「
欧
米
に
於
け
る
『
史
記
』
の
研
究
」

日
曜
版
）

石

田

幹

之

助

「
デ
リ
ー
に
現
存
す
る
サ
ル
タ
ナ
ッ
ト
時
代
の
バ
ー
オ
リ
ー
の
迫
跡
に
つ
い
て
」

『
増
訂
長
安
の
春
』

『
大
唐
の
春
』

松

雄

「
人
生
読
本
」

「私
の

一
冊
」

「
幸
運
な
発
見
」

（
「
東
洋
文
庫
」
第
九
一
、
平
凡
社
、
昭
和
四
二
年
五
月
）

（
「
大
世
界
史
」
第
四
、
田
中
克
己
氏
と
分
担
執
筆
、
昭
和
四

二
年
九
月
）

（
日
本
考
古
学
協
会
総
会
、
昭
和
四
一
年
四
月
三

0
日）

(
N
H
K
放
送
、
昭
和
四
二
年
八
月
ニ
―
‘
二
二
、
二
三
日
）

（
「
中
国
古
典
文
学
大
系
」
第
十
「
史
記
」
上
巻
月
報
、
平
凡
社
、
昭
和
四
三
年
二
月
）

第
三
十
二
、
三
十
三
、
三
十
四
、
三
十
五
」

（
東
方
学
第
三
十
二

し
三
十
五
輯
、
昭
和
四
一

し
四
三
年
一

「心
に
残
っ
た
本
（
ラ
ヴ
ィ
ス
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
史
概
観
」
の
こ
と
）
」

「
新
村
先
生
の
こ
と
」

（
日
本
古
芯
通
信
第
三
二
巻
第
一
―
号
、
昭
和
四
二
年
―
一
月
一
五
日
）

（
「
漢
詩
大
系
」
月
報
、

集
英
社
、
昭
和
四
二
年
―
一
月
）

（毎
日
新
聞
昭
和
四
二
年
九
月
一
七
日

「
最
近
シ
ナ
で
発
見
さ
れ
た
西
方
諸
国
の
貨
幣
に
就
い
て
」

（
朝
日
新
聞
昭
和
四
二
年
―
一
月
二
四
日
、
第

（
朝
日
新
聞
「
研
究
ノ
ー
ト
」
欄
、
昭
和
四
三
年
二
月
二
九
日
夕
刊
）

（
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
四
冊
）
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〔学
界
動
向
〕

〔
書
評
紹
介
〕

〔
講

演

〕

〔論

文

〕

市

川

健

二

郎

「
国
内
研
究
情
報

I
」

（東
南
ア
ジ
ア
史
学
会
会
報
六
号
、

一
九
六
八
年
三
月
、
五
ー
八
頁
）

一
九
六
七
年
六
月
と
十
二
月
）

「
タ
イ
国
社
会
の
比
較
近
代
化
」

（
特
定
研
究

「日
本
の
近
代
化
」
合
同
研
究
会
、

「
十
九
世
紀
に
お
け
る
タ
イ
社
会
の
変
質
」

「華
僑
と
中
国
本
土
」

（
民
族
学
研
究
第
三
二
巻
三
号
、

「桑
原
先
生
の
学
風
そ

の
他
」

「『
読
む
』
と

『
詠
む
』
と
」

「
子
供
と
正
月
」

年
一

0
月）

「華
僑
の
親
族
構
造
」

（
『
桑
原
隙
蔵
全
集
』
第
一
巻

「東
洋
史
説
苑
」
月
報
、
昭
和
四
三
年
二
月
）

「
白
鳥
先
生
の
広
く
知
ら
れ
ざ
る
研
究
」

（
東
洋
学
講
座
講
演
要
旨
「
東
洋
文
庫
年
報
四
十
一
年
度
」
所
収
、
昭
和
四
二
年
―
二
月
）

（
座
談
会
筆
記
「
銀
座
百
点
」
昭
和
四
三
年
二
月
号
）

（「
短
歌
」
昭
和
四
一

年
二
月
）

（中
央
公
論
昭
和
四
一
年
四
月
号
）

「
キ
サ
ト
ゥ
ス
の
『
日
本
諸
島
実
記
と
西
洋
刊
行
最
古
の

日
本
地
図
』
正
誤
と
補
遺
」

（
民
族
学
研
究
第
三
二
巻
三
号
、

「モ

リ
ソ
ン
文
庫
蔵
東
南
ア
ジ
ア
史
料
の
重
要
性
」

「
海
外
研
究
情
報

II
と

m」

（東
南
ア
ジ
ア
史
学
会
研
究
会
、

（
東
南
ア
ジ
ア
史
学
会
会
報
三
号
と
五
号
、

H
.
 
J
.
 B
e
n
d
a
 a
n
d
 J
.
 A
.
 
Lar•kin

, 

e
d
., 
T
h
e
 W
o
r
l
d
 of 
S
o
u
t
h
e
a
s
t
 A
s
i
a
,
 
1
9
6
7
,
 3
3
1
 
p
p
.
 

「
上
田
万
年
先
生
を
語
る
」

一
九
六
七
年
十
二
月
）

一
九
六
七
年
五
月
）

一
九
六
七
年
十
二
月
、
ニ
ニ
七
ー
ニ
三
三
頁
）

（東
洋
学
報
第
五

0
巻
二
号
、

一
九
六
七
年
九
月
、

一
九
六
七
年
十
二
月
、
二
ご
ニ
ー
ニ
―
四
頁
）

盆東
洋
学
報
第
五

―
―
六
ー
一
三
一
頁
）

（
ビ
ブ
リ
ア
第
三
三
号
、
昭
和
四
一
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〔翻

訳

〕

〔編

書

〕

岩

崎

富

久

男

〔論

文

〕

岩

生

成

〔雑

記

〕

〔英

訳

〕

Y
o
s
h
i
t
o
 H
a
r
a
d
a
,
 (S
u
p
p
l
e
m
e
n
t
)
 C
h
i
n
e
s
e
 D
r
ess 
a
n
d
 P
e
r
s
o
nal 
O
r
n
a
m
e
n
t
s
 in 
t
h
e
 
H
a
n
 a
n
d
 
S
i
x
 

「
独
医
K
a
e
m
p
f
e
r
の
『
日
本
誌
』
と
そ
の
日
本
思
想
界
に
及
ぼ
し
た
影
響
」

「
徐
寅
生
『
弁
証
法
で
。
ヒ
ン
ボ
ン
を
打
つ
』
」

「
王
国
藩
『
II
す
っ
か
ん
び
ん
II

精
神
万
歳
I
.』
、
『
勤
勉
節
約
し
て
、
協
同
組
合
に
と
り
く
も
う
』
、
李
凱
等
『
五
億
農
民

の
方
向
』
、
『
階
級
闘
争
に
よ
っ
て
発
展
の
一
途
を
た
ど
る
』
、
上
海
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
『
農
村
に
資
本
主
義
の

復
活
を
は
か
っ
た
中
国
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
罪
行
を
清
算
す
る
』
」
（
「
中
国
農
村
に
お
け
る

二
つ
の
道
の
闘
争
」
所
収
、

昭
和
四
二
年
―
二
月
）

『
中
国
農
村
に
お
け
る
二
つ
の
道
の
闘
争
』

「
最
後
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
」

和
四
二
年
六
月
）

「東
と
西
の
タ
イ
研
究
者
達
」

（
亜
東
社
「
七
億
人
民
の
根
性
」
所
収
、
昭
和
四
二
年
六
月
）

（
現
代
中
国
語
会
話
教
室
、
昭
和
四
二
年
―
二
月
）

（
キ
リ
ス
ト
教
史
学
第
―
二
集
、
昭
和
四
二
年
―
二
月
）

「江
戸
幕
府
の
代
官
平
野
藤
次
郎
」

D
y
n
a
s
t
i
e
s
.
 Sept.
,
 
1
9
6
7
.
 

0
巻
四
号
、

（
在
バ
ン
コ
ッ
ク
日
本
人
会
会
報
、

一
九
六
八
年
三
月
）

（
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
第
一
三
号
、
昭
和
四
三
年
三
月
）

一
九
六
八
年
度
）

（
日
本
学
士
院
紀
要
第
二
五
巻
第
一
号
、
昭
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〔編

書

〕

榎
〔講

演

〕

〔

論

文

〕

雄

梅

原

末

治

S
t
u
d
i
e
s
.』

「韓
国
出
土
司
呉
越
王
銭
傲
叫
塔
」

「
故
宮
博
物
院
的
控
裟
銅
勺」

「破
璃
の
勾
玉
」

「
周
代
の
古
鏡
」

（
古
美
術
二

0
)

（
東
方
学
三
五
）

「多
紐
細
紋
鏡
の
再
検
討
」

「
越
前
大
石
村
出
土
の
銅
鐸
の
絵
画
」

「戦
国
時
代
の
古
鏡
」

「殷
代
の
古
銅
器
と
彫
像
」

（
韓
国
、
考
古
と
美
術
八
ノ
四
）

や

（
韓
国
高
麗
大
学
亜
細
亜
研
究
所
講
演
、
一
九
六
七
年
四
月
二
三
日
、
於
同
大

（
一
九
六
七
年
―
一
月
一

0
日
、
東
方
学
会
創
立
二
十
年
記
念
第
十
七
回
会
員
総
会
講
演
）

『

A

S
u
r
v
e
y
 o
f
 
B
i
b
l
i
o
g
r
a
p
h
i
e
s
 
i
n
 
W
e
s
t
e
r
n
 L
a
n
g
u
a
g
e
s
 
c
o
n
c
e
r
n
i
n
g
 
E
a
s
t
 
a
n
d
 
S
o
u
t
h
e
a
s
t
 
A
s
i
a
n
 

(
T
h
e
 C
e
n
t
r
e
 for 
E
a
s
t
 A
s
i
a
n
 C
u
l
t
u
r
a
l
 S
t
u
d
i
e
s
,
 Bibliographies,
 No
.
 
4

)

 T
o
y
o
 B
u
n
k
o
,
 
1
9
6
7
,
 p
p
.
 

「上
古
に
於
け
る
日
鮮
の
文
化
交
流
」

（
台
北
故
宮
博
物
院
講
演
、

学）

「
伝
慶
州
出
土
司
蓮
華
紋
鏡
」

（
京
都
読
史
会
大
会
特
別
講
演
、

「韓
国
考
古
学
の
調
査
研
究
に
つ
い
て
の
管
見
」

（
朝
鮮
学
報
四
六
）

（
故
宮
季
刊
一
ノ
四
）

（
同
誌
八
ノ
五
）

一
九
六
七
年
―
一
月
四
日
）

一
九
六
七
年
一

0
月
―
二
日
、
於
同
院
）

（
金
岡
博
士
古
稀
記
念
『
日
本
民
族
と
南
方
文
化
』
所
掲
）
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ヽ

i
v
+
2
2
7
 
(In 
collaboration 

w
i
t
h
 Prof. 
Dr. 
T
o
k
i
h
i
k
o
 T
a
n
a
k
a
)
 

〔渥
択
〕
「
い
＼
卜
翠
掛
足
将
ね
心
ユ
什
H
¥
¥
lド
ー
，入
m
;
＼
坦
畠
因
褪
臣
墓
一
擬
ト
'
,
,
＼
卜
足
将
た
¥
?
<
や
く
古
嘩
盛
堀
活
配
森
］
廿
—

合
心
⇒
ャ
ー
」
（
珀
怜
恙
匹
癖
蒜
I1十
嵌
JIl
諏
皆
品
臣
I1母
沖
匹
'11<-1111

11
賦
）

「
祀
慕
〇
帯
頸
⇒
ど
華
珈
囲
足
C
こ
ド
」
（
慨
料
雌
底
l11
回
彗
＇
菩
品
回
11
記
＜
匹
r
l
ll-ll
l
 l嵐）

「D
r
.
G. 
E. 
M
o
r
r
i
s
o
n
 a
n
d
 t
h
e
 T
o
y
o
 B
u
n
k
o
.
 I
n
 C
e
l
e
b
r
a
t
i
o
n
 
of 
t
h
e
 Fiftieth 

A
n
n
i
v
e
r
s
a
r
y
 of 
t
h
e
 

T
r
a
n
s
f
e
r
 of 
D
r
.
 G. 
E. 
M
o
r
r
i
s
o
n
 L
i
b
r
a
r
y
 to 
B
a
r
o
n
 H
i
s
a
y
a
 I
w
a
s
a
k
i
 
(
1
9
1
7
--
1
9
6
7
)
」

(M
e
m
o
i
r
s
 of 
the 
R
e
s
ea
rch D
epar
t
m
e
n
t
 of 
the T
o
y
o
 B
u
n
k
o
,
 No. 
25 
(1967)
,
 pp. 
1
-
5
7
.
 
Also 
R
e
p
r
i
n
-

ted edition 
w
ith 
T
h
e
 List 
of 
the 
T
o
y
o
 B
u
n
k
o
 Publica
tions, 
pp. 
1―
x
xix
.) 

「A
I
d
e
n
t
i
d
a
d
e
 
d
o
s
 Y
i
i
e
h
-
s
h
i
h
 
c
o
m
 o
s
 
Citas. 
U
m
a
 H
i
p
6
t
e
s
e
.
」
（
A
n
a
i
o
d
o
 i
 Coloquio 

Brasil-Japao 
日

(2
5
-
2
7
 de Julho 

de 
1966. 
Redigido 

e
 organizado 

pelo 
Prof. 
E
u
r
e
p
e
d
es
 Si
m
o
e
s
 
de Paula.) S

a
o
 P
a
u
l
e
-

Brasil, 
1967, 
pp. 
7
5
-
8
4
)
 

直
器
〕
窄
難
甘
坦
起
母
蕪
蒜
Q
哨
臣
・
廿
描
囲
囲
e
的
斗
遺
卸
賂
．
姦
⇒
こ
い
＼
卜
越
器
暇
吾
」
（
エ
怜
祁
+
塁
肘
郡
国
繹
＇
羊

砥
製
菩
品
回
11
 
lit-
出
匹
1110m.
欲
し
ヒ
密
毎
蒜
]I
萎
l
兵
や
一
ll0
や
'
I1兵
111-1110
同
］
1101<
-
lll
l
 1く嵐）

〔差
悪
〕
「
ド＇
¥
h
足
将
た
心
択
母
叙
据
」
（
菩
品
回
11
母
l
1
匹
1111
エ
＇
案
二
怜
祁
出
塁
瓶
）

「中
咲
団
旦
尭
出
⇒
ヤ
」
（
皆
品
回
111
母
11
匹
l
lllm
'
案
苔
睾
竜
描
祁
珀
出
郎
（
翠
痣
）
）

〔裁
直
l
「
出
王
紘
刊
忌
榊
『
簑
口
叫
柊
釘
祢
』
眺
器
」
（
「
野
犀
糾
阻
澤
」
＇
蜀
的
卦
云
＃
戸
＇
智
品
臣
ll
母
団
匹
r
llllll 
l-111
回



〔学
界
動
向
〕

〔講

演

〕

神

田

信

夫

月）

「
清
初
の
満
州
族
社
会
の
諸
問
題
」

（
東
大
東
洋
文
化
研
究
所
研
究
会

「
日
本
の
東
洋
学
ー
東
洋
文
庫
五
十
周
年
展
に
寄
せ
て
」

「
蘇
峰
堂
の
春
ー
高
野
静
子
さ
ん
の
御
母
堂
を
偲
ん
で
ー
」

二
七
頁
）

昭
和
四
二
年
一

0
月
二
六
日
）

（
読
売
新
聞
、
昭
和
四
二
年
一

0
月
二
五
日
夕
刊
第
七
頁
）

昭
和
四
二
年
一

0
月
一
五
日
塩
崎
彦
一
氏
刊
、

（
「
日
本
を
み
つ
め
る
た
め
に
」
（
日
本
女
子
大
学
教
養
特
別
講
義
第
一
集
、
続
）
昭
和
四
二
年
三
月

（
「
日
本
を
み
つ
め
る
た
め
に
」
（
日
本
女
子
大
学
教
養
特
別
講
義
第
二
集
）
、

（
女
子
大
通
信
、
二
三

0
号
、
昭
和
四
三
年
三
月
、

(
N
H
K
ラ
ジ
オ
学
校
放
送
（
教
師
生
徒
共
同
、
高
等
学
校
、
一
学
期
、
昭
和
四
三
年
四
月
八
日
ー
七
月
二

0
日、

「満
文
原
椙
と
老
橘
」

（
第
四
回
若
手
ア
ル
タ
イ
学

・
中
央
ア
ジ
ア
研
究
者
集
会

「
一
九
六
六
年
の
歴
史
学
界
ー
回
顧
と
展
望
ー
東
洋
史
（
満
州

・
蒙
古
）
」

「魏
志
東
夷
伝
」

「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
交
流
」

一
月
二

0
日
刊
、

一1
一
三
三
ー
三
四
六
頁
）

「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
交
流
」

二
0
日
刊
、
五
一

ー
六

0
頁）

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
現
実
」

一
五
頁
）

四
頁
）

（
静
香
、

一
九
ー
ニ
―
頁
[
)、”

（
史
学
雑
誌
第
七
六
編
第
五
号

昭
和
四
二
年
七
月
―
一
日
）

昭
和
四
三
年

昭
和
四
二
年
五

―
ニ
ー
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〔論

文

〕

周

藤

吉

〔報

告
〕

末

松

保

和

〔論

文〕

佐

伯
〔
評
論
雑
記
〕

〔講

演
〕

〔論

文

〕

之 富

菊

池

英

夫

「
王
安
石
の
新
法
と
そ
の
史
的
意
義
ー
農
民
政
策
を
中
心
と
し
て
ー
」

「
世
宗
朝
と
い
う
時
代
」

「
中
国
の
歴
史
博
物
館
同
」

ー
五

0
頁）

（
朝
鮮
学
会
大
会
に
て

（
東
洋
学
報
第
五

0
巻
第
一
号
、
昭
和
四
二
年
六
月
）

「
文
化
大
革
命
に
お
け
る
『
文
化
』
の
問
題
」

「
文
化
大
革
命
に
お
け
る
『
文
化
』
問
題
」

「
太
湖
周
辺
の
旧
地
主
庄
園

そ
の
二
」

「

E
c
o
n
o
m
i
e
et 
a
b
s
o
l
u
t
i
s
m
e
 d
a
n
s
 la 
C
h
i
n
e
 m
o
d
e
r
n
e

釜
c
a
s
d
e
s
 m
a
r
c
h
a
n
d
s
 d
e
 sel 
d
e
 Y
 an
g
c
h
o
w.
 

(
R
e
v
u
e
 H
i
s
t
o
r
i
q
u
e
,
 Ju
i
l
l
e
t
,
S
e
p
t
e
m
b
r
e
 1
9
6
7
)
 

ア
の
法
と
社
会
』
、
昭
和
四
二
年
一

0
月
、
三
一
五
I

三
三
四
頁
）

「
北
宋
に
お
け
る
提
挙
在
京
諸
司
庫
務
司
と
提
点
在
京
倉
草
場
所
の
興
廃
」

「
宋
代
浙
西
地
方
の
囲
田
の
発
展
補
論
」

昭
和
四
二
年
一

0
月
七
日
）（

仁
井
田
陸
博
士
追
悼
論
文
集
第
一
巻
『
前
近
代
ア
ジ

（
白
山
史
学
一
四
、

（
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
四
、
昭
和
四
三
年
三
月
、
四
三
ー
五
六
頁
）

（
於
中
国
研
究
所
講
座
、
昭
和
四
二
年
六
月
一
四
日
）

（
山
梨
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
第
一
八
号
、
昭
和
四
二
年
）

（
中
国
研
究
月
報
二
四

0
号
、
昭
和
四
三
年
二
月
）

昭
和
四
三
年
三
月
、

ヽ

二
五

- 53 -



〔編 〔共

著
〕

著
〕

田

中

正

俊

〔書

評

〕

〔講

演

〕

〔論

文

〕

〔編

著

〕

〔論

文

〕

立

花

孝

全

X
V,
 No
.
 
2
.
 Apirl,June 1
9
6
8
)
 

「
日
本
近
代
化
研
究
の
方
法
論
討
議
の
た
め
に
」

「
日
本
近
代
化
研
究
の
動
向
と
問
題
点
」

田

中

時

彦

S
t
u
d
i
e
s」

（
ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、

一
九
六
六
年
三
月

小
島
晋
治
。
新
島
淳
良
・
三
木
亘

（
東
洋
文
庫
日
本
近
代
化
研
究
。
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
会
）

共
編

「A

S
u
r
v
e
y
 o
f
 
B
i
b
l
i
o
g
r
a
p
h
i
e
s
 
i
n
 W
e
s
t
e
r
n
 l
a
n
g
u
a
g
e
s
 c
o
n
c
e
r
n
i
n
g
 E
a
s
t
 a
n
d
 S
o
u
t
h
e
a
s
t
 A
s
i
a
n
 

「

J
a
p
a
n
's
M
o
d
e
r
n
i
z
a
t
i
o
n
 a
n
d
 t
h
e
 I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 
o
f
 
R
a
i
l
w
a
y
s」

〔学
会
動
向

・
報
告
〕

「
平
塚
市
の
政
治
的
状
況
」

R
.
 Sp
a
n
d
l
i
n
g
 :
「

I
m
p
e
r
i
a
l
J
a
p
a
n
's
 H
i
g
h
e
r
 Civil 
S
e
r
v
i
c
e
 
E
x
a
m
i
n
a
t
i
o
n
s」

『
教
養
人
の
東
洋
史
』
（
下
）
（
社
会
思
想
社
『
現
代
教
養
文
庫
』
、

石
田
保
昭
氏
と
共
著
。

山
茂
樹
氏
と
共
編
。

「

A
t
i
s
a
に
お
け
る
大
悲
お
よ
び
浄
戒
」

（
行
動
科
学
研
究
四
）

ニ
ニ
七
頁
）

（
第
二
七
回
国
際
東
洋
学
者
会
議
）

（
「
第
三
一
回
衆
緞
院
総
選
挙
投
票
行
動
の
実
態
調
査
報
告
」
所
収）

昭
和
四

一
年
三
月
）
、

(
J
a
p
a
n
 
Q
u
a
r
t
e
r
y
,
 Vol. 

『
歴
史
像
再
構
成
の
課
題
||＇
歴
史
学
の
方
法
と
ア

ジ

ア

』

（御
茶
の
水
書
房
、
昭
和
四
一

年

―
一
月
）
、
幼
方
直
吉

。
遠

（
印
度
学
仏
教
学
研
究
第
一
六
巻
二
号
、
昭
和
四
三
年
三
月
）
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〔

講

演

〕

〔論

文〕

0
年
六
月
三
二
日
）

御
茶
の
水
書
房
、
昭
和
四

一
年

―
一
月
、
二
五
一
ー
ニ
九
九
頁）

に
よ
せ

て

「
歴
史
事
実
の
認
識
と
評
価
」
（
『
歴
史
評
論
』
一
八
九
号
、
「
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム

・
歴
史
学
を
い

か
に
学
ぶ
か
ー
ー
東
京
大
学
歴
史
学

研
究
会
発
足
に
際
し
て
」
、
昭
和
四
一
年
五
月
、
五
ー
一
三
頁
）

「
ア
ジ
ア
研
究
に
お
け
る
感
性
と
論
理
」
（
幼
方
・
遠
山
・
田
中
編
『
歴
史
像
再
構
成
の
課
題
—
|
＇
歴
史

学
の
方
法
と
ア
ジ
ア
ー
』
、

「
清
仏
戦
争
と
日
本
人
の
中
国
観
」
（
『
思
想
』
五
―
二
号
、
昭
和
四
二
年
二
月
、

一
四
ー
三
四
頁
）

「
西
欧
資
本
主
義
と
旧
中
国
社
会
の
解
体

『
ミ
ッ
チ
ェ
ル
報
告
書
』
を
め
ぐ
っ
て

」

集
•

第
一
巻

『
前
近
代
ア
ジ
ア
の
法
と
社会
』、
勁
草
書
房
、
昭
和
四
二
年
一
0
月
、
三
一
ー
六
六
頁
）

「
ア
ジ
ア
社
会
停
滞
論
批
判
の
方
法
論
的
反
省
巌
中
平
著

・
依
田
憲
家
訳

『
中
国
近
代
産
業
発
達
史
』

ー

」

（
『
歴
史
評
論
』
二

0
四
ー
ニ

0
六
号
、
昭
和
四
二
年
八

I
-
0月
、
六
ニ
ー
六
六
、
六
三
ー
六
九
、
六
五
ー
七
二
頁）

「
歴
史
的
事
実
と
歴
史
的
内
容
」

（
横
浜
市
立
大
学
新
入
生
歓
迎
会
、
昭
和
四

0
年
四
月
一
五
日
）

お
け
る
我
々
の
課
題
と
し
て
|
|
＇
」
、
昭
和
四

0
年
九
月
二
五
日
）

（
仁
井
田
陸
博
士
追
悼
論
文

「
歴
史
的
現
実
と
歴
史
学
」
（
横
浜
国
立
大
学
経
済
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
講
演
会
「
社
会
科
学
を
学
ぶ
者
の
た
め
に
」
、
昭
和
四

「
歴
史
事
実
の
認
識
と
評
価
」

（
東
京
大
学
歴
史
学
研
究
会
発
足
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
歴
史
を
如
何
に
学
ぶ
べ
き
か
1

現
代
に

「『ミ

ッ
チ
ェ
ル
報
告
書
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
研
究
会
、
昭
和
四
一
年
四
月
二
八
日）

「ア
ジ
ア
の
『
近
代
化
』
と
西
洋
資
本
主
義
」
（
横
浜
市
立
大
学
公
開
講
座
、
昭
和
四
一
年
九
月
二
八
日
）

ヽ
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〔

論

文

〕

辻

直

四

郎

1
9
6
8
,
 p
p
.
 ixー
x
i
i
.
)

「
L
o
u
i
s
R
e
n
o
u
教
授
の
業
績
を
偲
ぶ
」

「
世
界
史
に
お
け
る
近
代
1

中
国
の
近
代
化
を
め
ぐ
っ

て

」

（

『

歴
史
評
論
』
研
究
会
、
昭
和
四
一
年
―
二
月
一

0
日）

「
現
代
歴
史
学
の
方
法
論
的
反
省
ア
ジ
ア
社
会
停
滞

論
を
め
ぐ
っ

て
|
~
」
（
東
京
大
学
歴
史
学
研
究
会
、
昭
和
四
二
年

四
月
二
七
日
）

和
四
二
年
―
一
月
三
日
）

四
二
年
三
月
、

-
0
し
三
三
頁
）

「

I
n
m
e
m
o
r
i
a
m
 I、o
u
i
s
R
e
n
o
u
(
1
8
9
6ー

1
9
6
6
)
.」

(
M
e
l
a
n
g
e
s
 
d
'Indianisme 
a
 la 
m
e
m
o
i
r
e
 d
e
 L
o
u
i
s
 R
e
n
o
u
,
 

「

I
n
t
h
e
 f
o
r
m
a
t
i
o
n
 o
f
 
t
h
e
 A
d
b
h
u
t
a
,
B
r
a
h
m
a
n
a」

r
●
 

(
A
n
n
a
l
s
 of 
B
h
a
n
d
a
r
k
a
r
 O
r.
 Re
s
.
 
Inst. 4
8
/
4
9
,
 1
9
6
8
.
 

（
日
仏
文
化
二
二
、
昭
和
四
三
年
、

「
西
洋
資

本

主

義

と

中

国

農

民

の

綿

業

ミ

ッ

チ

ェ
ル
と
デ

ン
ビ
ー
の
所
説
を
通
じ
て
ー
」

会
、
昭
和
四
二
年
五
月
一
三
日
）
、
（
東
洋
文
庫
中
国
中
世
史
研
究
会
、
昭
和
四
二
年

一
0
月
ニ
―
日
）
。

「
民
族
教
育
を
め
ぐ
っ
て
|
|
日
本
人
の
意
識
と
ア
ジ
ア
研
究
」

「
近
代
中
国
農
民
の
階
級
規
定
に
つ
い
て
」
（
早
稲
田
大
学
第
一
四
回
早
稲
田
祭
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア
史
研
究
の
課
題
」
、
昭

「
ケ
ー

シ
ン

・
ダ
ー
ル
ビ
ア
を
め
ぐ
っ

て
（
そ
の

二
）
」
（
鈴
木
学
術
財
団
研
究
年
報
三
、
昭
和
四
二
年
、
二
九
し
三
四
頁
）

「
故
L
o
u
i
s
R
e
n
o
u
博
士
(
-
八
九
六
し
一
九
六
六
）
主
要
著
作
目
録
（
暫
定
）
」

（
東
洋
学
報
第
四
九
巻
第
四
号
、
昭
和

一五
し
一
九
頁）

（横
浜
市
立
大
学
、
昭
和
四
二
年
六
月
一
＿
二
日
）

（
東
京
大
学
東
洋
史
談
話
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〔
論

文

〕

〔著

書
〕

原

田

淑

人

〔研
究
動
向
〕

〔論

文

〕

鳥

海 〔論

文

〕

「六
朝
碍
墓
壁
刻
画
竹
林
七
賢
図
に
つ
い
て
」

「増
補
漢
六
朝
の
服
飾
」

学
研
究
報
告

「
初
期
議
会
の
政
争
」

「
翼
賛
政
治
体
制
の
成
立
」

R
e
c
e
n
t
 t
r
e
n
d
 
of 
t
h
e
 S
t
u
d
i
e
s
 o
n
 "
m
o
d
e
r
n
i
z
a
t
i
o
n
 
o
f
 
J
a
p
a
n
"
 

靖

鶴

見

尚

弘

「
史
海
片
帆
日

「
史
海
片
帆
口

月
一
五
日
）

「鉄
道
敷
設
法
成
立
に
至
る
鉄
道
期
成
同
盟
会
の
圧
力
活
動
」

集』）

（
月
刊
文
化
財
九
月
号
、
昭
和
四
二
年
九
月
一
日
）

周
官
考
工
記
の
性
格
と
そ
の
製
作
年
代
と
に
つ
い
て
」

魏
志
倭
人
伝
か
ら
見
た
古
代
日
中
貿
易
」

（
聖
心
女
子
大
学
論
叢
三

0
、
昭
和
四
二
年

（
堂
心
女
子
大
学
論
叢
二
九
、
昭
和
四
二
年
六
月
一
五
日
）

（
「
日
本
史
の
し
お
り
」
第
二
号

一
九
六
八
年
二
月
）

（
家
永
三
郎
ほ
か
編
「
近
代
日
本
の
争
点
」
中

第
十
三
集

「歴
史
と
文
化
」
IX

一
九
六
七
年
八
月
）

p
p
.
 1
7
1ー

1
7
8
.)

一
九
六
七
年
十
一
月

「国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
康
熙
十
五
年
丈
量
の
長
洲
県
魚
鱗
冊
一
本
に
つ
い
て
」

（
『
山
崎
先
生
退
官
記
念
東
洋
史
学
論

（
「
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
科
紀
要
」
第
四
三
輯

（
「
東
洋
文
庫
論
叢
」
四
十
九
、
昭
和
四
二
年
九
月
三

0
日）

毎
日
新
聞
社
）

(:
'A
c
t
a
 Asiatica
"
 N
o
.
 
1
3
 
N
o
v
.
 
1
9
6
7
)
 歴

史
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ヽ〔講

演
〕

〔

論

文

〕

藤

枝 〔
論

文

〕

〔編

著

〕
晃

坂

野

正

高

O
n
e
n
t
a
lis
ts
,
昭
和
四
二
年
八
月
一
七
日
）

「
沖
縄
発
見
の
明
刀
銭
」

「楊
妃
と
梅
妃
」

三
月
）

（
大
森
貝
塚
発
掘
九
十
周
年
記
念
出
版
、
昭
和
四
二
年
―
一
月
一

0
日）

（毎
日
新
聞
、
昭
和
四
二
年―

二
月
五
日）

（
日
本
歴
史
一
月
号
、
昭
和
四
三
年

一
月）

「
中
国
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
ー
~

影
像
と
現
実
|
|
、」

「
中
国
と
英
国
の
外
交
官
は
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
マ
カ
ー
ト
ニ

ー
使
節
の
派
遣
か
ら
辛
亥
革
命
ま
で

ー

」

(
3
聾
菱
の
背
面
、

4
皇
帝
の
文
字
、

5
木
簡
、
居
延
筆
、

6
政
治
の
文
字
、
7
印
章
、
8
絹
、
9
紙
の
出
現
、
1
0
巻
子
本
、
11

「敦
煙
木
筆
観
音
経
」

（
衛
藤
溶
吉
氏
と
共
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
四
三
年
三
月
）

（
未
完
、
日
本
美
術
工
芸
三
四
三
ー
三
五
四
、
内
三
四
八
号
休
載
、
昭
和
四
二
年
四
月
ー
四
三
年

（
墨
美
一
七
七
、
昭
和
四
三
年
三
月
）

「

B
u
d
d
h
i
s
t

C
av
e
s
 in 
t
h
e
 ty
p
i
c
a
l
 T
'a
n
g
 S
t
y
le
 a
t
 T
u
nー

h
u
a
n
g」

楷
書
、
12
古
文
書
、
認
冊
子
本
、
折
本
、
木
筆
）

「
文
字
の
生
い
立
ち
」

3
 
ー

3

|

 

（前
掲
の
衛
藤
氏
と
の
共
編

「中
国
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
」
所
収
）

「
同
治
年
間

(
-
八
六
二

し

一
八
七
四
）
の
条
約
論
議
」

「
わ
が
国
考
古
学
九
十
年
の
歩
み
を
顧
み
て
」

（
東
洋
文
化
四
二
）

(
X
XVII
 
I
n
te
r
n
a
ti
o
n
a
l
 C
o
n
g
r
e
s
s
 
of 
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〔著

書

〕

護
〔報

雅

夫

告〕

〔

論

文

〕

村

松

祐

次

[評
論
雑
記
〕

二）

一
九
六
七
年
四
月
、
七
回
掲
載
）

「
大
阪
文
化
に
オ
ア
シ
ス
ー
石
浜
純
太
郎
先
生
を
い
た
む
」

「
同
題
」

（
コ
。
ヘ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
、
昭
和
四
二
年
九
月
二
六
日
）

（
講
談
社
、
昭
和
四
二
年
六
月
、
ニ
―

0
頁）

「

S
i
n
o
,
T
i
b
e
t
a
n
B
u
d
d
h
i
s
t
 M
o
n
u
m
e
n
t
 of 
C
h
u
,
y
u
n
g
 k
u
a
n」

九
月
二

0
日）

「
敦
煙
の
唐
武
窟
」

「
三
つ
の
学
恩
」

（
内
陸
ア
ジ
ア
史
学
会
、
第
八
回
大
会
、
昭
和
四
二
年
―
一
月
―
一
日
、
於
中
大
会
館
）

「
マ
ク
ロ
学
会
と
ミ
ク
ロ
学
会
」

「
天
理
図
書
館
へ
の
熱
惰
」

『
絹
の
道
と
香
料
の
島
』

（
読
売
新
聞
、
昭
和
四
二
年
九
月
）

(D
a
i
k
o
 R
u
g
g
e
r

中
山
正
善
君
追
悼
特
別
号
、
昭
和
四
二
年
―
二
月
二
八
日
）

「
ア
メ
リ
カ
の
美
術
館
博
物
の
ぞ
き
日
ー
同
」

（『
桑
原
隅
蔵
全
集
』
第
一
巻
月
報
、
昭
和
四
三
年
二
月
）

「
清
の
内
務
府
荘
園
|
|
＇
内
務
府
造
送
皇
産
地
畝
冊
と
い
う
史
料
に
つ
い
て
」

「
中
華
人
民
共
和
国
訪
問
の
記
」

（
読
売
新
聞
、

『
遊
牧
騎
馬
民
族
国
家
ー
ー
｀
「
芥
き
狼
」

（
談
交
ニ
ニ
巻
ー
一
し
五
号
、
昭
和
四
三
年
一
ー
三
月
）

の
子
孫
た
ち
ー
|_』

（
読
売
新
聞
、
昭
和
四
三
年
二
月
―
二
日
）

（
共
著
、
文
芸
春
秋
社
、
昭
和
四
三
年
二
月
、

-
|
―
八
一
頁
）

（
一
橋
大
学
年
報
「
経
済
学
研
究
」
一

（
東
ベ
ル
リ
ン

・
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
、
昭
和
四
二
年
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〔
学
界
動
向
〕

〔書
評
紹
介
〕

〔講

演

〕

［

論

文

〕

日）

（
『
東
京
大
学
新
聞
』
、
昭
和
四
二
年
四
月
一
七
日
）

「
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド

に
お
け
る
ア
ル
タ
イ
学
」

「ソ
連
の
宗
教
」

「東
洋
史
総
説
」

|
1
0九
頁
）

「
西
田
竜
雄
著
『
西
夏
文
字
』
」

（
『
歴
史
教
育
』
、

（
『
史
学
雑
誌
』
七
六
ー
五
、
昭
和
四
二
年
五
月
、

一
八
四
ー
一
八
九
頁
）

一
五
ー
九
・
一
〇
合
併
号
、
昭
和
四
二
年
一

0
月、

「江
上
波
夫
著
『
騎
馬
民
族
国
家
日
本
古
代
史
へ
の
ア
。
フ
ロ
ー
チ
』
」
（
『
サ
ン
ケ
イ
新
聞
』
、
昭
和
四
二
年
―
二
月
七

「
ソ
ビ
エ
ト
の
宗
教
政
策
に
つ
い
て
」

（仏
教
文
化
研
究
会
文
化
講
座
、
昭
和
四
三
年
三
月
三

0
日）

（
十
方
会
文
化
講
座
、
昭
和
四
二
年
六
月
二
七
日
）

「
日
本
の
仏
教
行
事
と
民
俗
」

六
ー
ニ
六
六
頁
）

（
仏
教
文
化
研
究
会
文
化
講
座
、
昭
和
四
二
年
五
月
二
七
日
）

「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
近
代
化
の
歩
み
」

（
『
講
座

昭
和
四
二
年
一
0
月

、
二
三
五
—
二
六
六
頁
）

「
ふ
た
た
び
ウ
イ
グ
ル
文
消
費
貸
借
文
書
に
つ
い
て
」

「突
蕨
の
国
家
構
造
」

（
『
歴
史
教
育
』
、

「
ソ
連
の
宗
教
、
と
く
に
イ
ス
ラ
ー
ム
教
に
つ
い
て
」

（
『
講
座

―
二
七
ー
一
七
六
頁
）

（
『
大
法
輪
』
、
昭
和
四
二
年
五
月
、

―
ニ
ー
一
七
頁
）

（
仁
井
田
陸
博
士
追
悼
論
文
集
第
一
巻
『
前
近
代
ア
ジ
ア
の
法
と
社
会
』
、

東
洋
思
想
』
七
、
昭
和
四
二
年
ご

一月、

「
ト
ル
コ
の
思
想
家
ー
自
由
主
義
の
父
ナ
ー
ム
ク
・
ケ
マ
ル
」

東
洋
思
想
』
七
、
昭
和
四
二
年
―
二
月
、
二
三

一
五
ノ
五
•
六
合
併
号
、
昭
和
四
二
年
六
月
、

一
五
五
ー
一
六
一
頁
）

1
0三
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〔書

評

〕

〔雑

記

〕

〔学
界
動
向
〕

〔論

文

〕

〔編

書

〕

山

根

幸

夫

〔評
論
雑
記
〕

「
上
海
図
書
館
編
『
徐
家
暉
蔵
書
楼
所
蔵
地
方
志
目
録
初
稿
』
」

（
東
洋
学
報
五

O
I
-
、
昭
和
四
二
年
六
月
）

「華
北
の
廟
会
山
東
省
を
中
心
と
し
て
|
ー
」

『
清
国
行
政
法
索
引
付
解
説
』

B
5
判
五
六
四
頁
、
昭
和
四
二
年
四
月
）

「毛
利
元
就

・
チ
ン
ギ
ス
汗

・
吐
谷
渾
」

『
皇
明
制
書
下
巻
』

（
解
題

・
校
勘
）

（古
典
研
究
会

「孫
文
と
近
代
日
本
」

「
日
本
の
キ
リ
ス
ト
者
と
朝
鮮
」

（株
式
会
社
大
安

A
5
判
一
〇
八
頁
、
昭
和
四
二
年

―
一
月
）

（
史
論
一
七
、
昭
和
四
二
年
三
月
）

（
東
京
女
子
大
学
論
集

一
八

l
-
、
昭
和
四
二
年
九
月
）

（東
京
女
子
大
学
報
二

0
ー
五
、
昭
和
四
二
年
五
月
）

「安
徽
省
図
書
館
編
『
安
徽
文
献
書
目
』
」

（
東
洋
学
報
五

0
ー
ニ
、
昭
和
四
二
年
九
月
）

（『
朝
日
新
聞
』
、
昭
和
四
三
年

一
月
一
六
日
）

「
他
山
の
石
—
~

ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
に
つ
い
て

」

（『
世
界
の
文
学
』
月
報
、
昭
和
四
二
年
六
月
）

「江
上
波
夫
著
『
騎
馬
民
族
国
家
』
」

「
ト
ル
コ
人
の

ユ
ー
モ
ア
」

（
『
東
京
本
願
寺
報
』、

昭
和
四
二
年
一

0
月
五
日
）

「
小
林
行
雄
著
『
女
王
国
の
出
現
』
」

（
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
、
昭
和
四
三
年
二
月
四
日
、
七
七
ー
七
九
頁
）

（
『
週
刊
読
書
人』
、
昭
和
四
三
年

一
月
二
九
日
）

9
.
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目
ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
東
洋
文
庫
の
情
報
連
絡
機
関
と
し
て
の
機
能
と
実
績
と
を
高
く
評
価
す
る
ユ
ネ
ス
コ
の

要
望
に
よ
っ
て
、
昭
和
三
十
六
年
七
月
一
日
に
東
洋
文
庫
の
附
置
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

ュ
ネ
ス
コ
は
一
九
五
七
年
以
来
、
向
う
十
年
間
の
継
続
事
業
と
し
て
「
東
西
文
化
価
値
の
相
互
理
解
に
関
す
る
重
要
事
業
計
画
」

(
T
h
e

M
a
j
o
r
 Project 
o
n
 t
h
e
 M
u
t
u
a
l
 A
p
p
r
e
c
i
a
t
i
o
n
 of 
E
a
s
t
e
r
n
 a
n
d
 W
e
s
t
e
r
n
 C
u
l
t
u
r
a
l
 
V
a
l
u
e
s
)
を
推
進
し
て
い
た
が
、

マ
以
東
）
各
国
の
研
究
機
関
の
連
絡
網
の
中
心
と
な
る
べ
き
セ
ン
タ
ー
の
設
立
が
計
画
さ
れ
た
。
同
じ
趣
旨
に
よ
る
同
様
の
施
設
が
ベ
イ

ル
ー
ト
、
ダ
マ
ス
カ
ス
、
テ
ヘ
ラ
ン
、

こ
れ
に
呼
応
し
て
、
人
文
科
学
・
社
会
科
学
の
両
分
野
に
亘
る
東
ア
ジ
ア
地
域
の
綜
合
的
文
化
研
究
を
促
進
し
、

ーヽし、

ノ＇ノ

的

(
T
h
e
 C
e
n
t
r
e
 for 
E
a
s
t
 A
s
i
a
n
 C
u
l
t
u
r
a
l
 
S
t
u
d
i
e
s
)
 

．

）

し

て

、

(associated
 
mstitut10ns,...¥J 

ま
ず
一
九
六
一
ー
六
二
年
度
に
東
ア
ジ
ア
（
ビ
ル

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
等
の
ア
ジ
ア
各
地
に
も
設
置
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
日
本
ュ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
は
、

そ
の
成
果
を
世
界
に
紹

ア
ジ
ア
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
増
進
さ
せ
る
た
め
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
東
京
に
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
従
来
と
も
東
洋
学
に
関

す
る
国
際
的
情
報
連
絡
機
関
と
し
て
の
役
割
を
も
果
し
て
き
た
東
洋
文
庫
に
、
こ
れ
を
附
置
す
る
こ
と
に
し
た
。

東
ア
ジ
ア
各
国
に
於
け
る
研
究
機
関
と
連
絡
し
て
東
ア
ジ
ア
（
ビ
ル
マ
以
東
）
地
域
の
各
国
に
於
け
る
東
ア
ジ
ア
文
化
に
関
す
る
研
究

の
目
的
遂
行
に
恒
久
的
に
協
力
す
る
施
設

）

東

洋

文

附

」

庫

附

置

ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

こ
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四

役
員
及
所
員

所

長

i

l
副

所

機 経

ー
顧
問

(
-
0
人
）

ー
参
与
（
ニ

―
人
）

ー
専
門
委
員
会

（必
要
数
）

ー
庶
務
外
事
室

（
室
長

一、

研
究
助
手
二
、

事
務
員

一）

長

ー
調
査
資
料
室

（
室
長
一

、
研
究
員

一
、
研
究
助
手

一）

ー
普

及

室

（
室
長

一、

研
究
員

一
、
研
究
助
手

一）

ー
海
外
諮
問
委
員

ー
運
営
委
員
会

（委
員
二
0
人）

構

当
セ
ン
タ
ー
の
経
費
は
政
府
補
助
金
お
よ
び
ユ
ネ
ス

コ
援
助
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
。

費

ア
リ
ン
グ

・
ハ
ウ
ス
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
人
文
科
学

・
社
会
科
学
）
の
情
報

・
連
絡
を
緊
密
に
す
る
と
共
に
、

そ
の
研
究
を
促
進
し、

且
つ
成
果
の
普
及
を
計
る
、

• I 

｀ 

い
わ
ば
ク
リ
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副

所

長

榎

所

員

運
営
委
員

水

野

清

雄

宮

崎

市

定

宮

本

正

尊
（
二
名
欠
員
）

、か

平

塚

益

徳

米

花

稔

丸

山

真

男

上

次

男

田

村

実

造

都

留

重

人

殿

木

圭

長

尾

雅

人

岩

淵

悦

太

郎

織

田

武

雄

海

後

宗

臣

鈴

木

俊

参

与

青

山

秀

夫

石

田

英

一

郎

石

田

幹

之

助

岩

井

大

慧

宮

沢

俊

義

(
-
名
欠
員
）

東

畑

精

原

田

淑

人

久

松

潜

前

田

充

明

顧

問

朝

吹

吉

大

浜

信

泉

金
田

京

助

高

垣

寅

次

郎

松

本

信

広

藪

内

清

山

本

達

郎

吉

川

幸

次

郎

中

村

元

服

部

四

郎

福

井

康

順

前

田

陽

菅

沼

潔

高

橋

幸

八

郎

竹

内

理

田

中

松

小

倉

武

尾

高

邦

雄

川

野

重

任

渋

谷

敬

又

正

雄

所

長

辻

直

四

郎

岩

生

成

岩

村

忍

岡

野

澄

J 
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rと

ノ‘

4
 
3

東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
に
関
す
る
資
料
の
調
査
蒐
集
お
よ
び
交
換

2
 
セ
ン
タ
ー
の
行
な
う
事
業
の
主
な
る
も
の
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

事

五

運

J
.
 
R
.
 Mc
E
w
an 

治
（
東
洋
文
庫
総
務
部
参
事
兼
務
）

顧
問
会
議

（
顧
問

一
0
名
）
は
所
長
の
諮
問
に
応
じ
、
事
業
に
つ
い

て
助
言
す
る
。

内
外
研
究
機
関
と
の
連
絡
お
よ
び
情
報
資
料
の
交
換

上
記
の
諸
事
業
、
諸
情
報
を
速
報
す
る

「東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
"
k

」
（
セ
ン
タ
ー
機
関
誌
、
季
刊
）
の
刊
行

1

国
際
的
協
力
に
よ
る
調
査
研
究

業

運
営
委
員
会

（
委
員
二
0
名
）
は
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
を
審
議
す
る
。

営
市

川

健
二
郎

（
昭
和
四
十
三
年
三
月
退
職
）

松

rヽ

月IJ

義

外

池

明

江

直

井

靖

夫

山

崎

元

所

員

生

田

専

門

員

滋

岩

崎

富

久

男

大

塚

祐

子

竹

之

内

信

子

秩

父

良

子

ャ
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七
ー

東
ア
ジ
ア
文
化
に
関
す
る
、
東
ア
ジ
ア
地
域
外
（
主
と
し
て
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
）
に
保
存
さ
れ
て
い
る
史
料
の
調
査

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
。
フ
の
企
画
お
よ
び
斡
旋

研
究
会
・
講
習
会
の
開
催

国
際
会
議

・
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
の
開
催

刊
行
物
は
す
べ
て
英
文
で
あ
る
。

昭
和
四
十
二
年
度
事
業
概
況

運
営
委
員
会
及
び
顧
問
会
議

＊
 

12

そ
の
他
セ
ン
タ
ー
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業

11 10 

，
 

8

内
外
学
者
の
研
究
に
対
す
る
便
宜
供
与

7
 回
非
専
門
読
者
対
象
の
読
物
「
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
叢
書
」
の
編
集
刊
行

（イ）

研
究
書
・
概
説
書
の
出
版

6

東
ア
ジ
ア
文
化
の
研
究
成
果
の
普
及
ュ
＂

（口） （イ）

内
外
研
究
機
関
及
び
研
究
者
一
覧

各
種
の
文
献
目
録
類

5

東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
に
関
す
る
諸
資
料
の
刊
行
＊
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ー
第
二
回

第

一
回

〔
厳
題
〕

〔報

告〕

[議

題

〕

⑰
人
事
に
つ
い
て

(2) 

昭
和
四
三
年
度
事
業
計
画
概
要

昭
和
四
四
年
度
概
算
要
求
、

一
九
六
九
ー
一
九
七

0
年
度
予
算
要
求
に
つ
い

て

(1) ③
昭
和
四
三
年
度
文
部
省
よ
り
の
補
助
金
に
つ
い
て

(1) 

〔
出
席
者
〕

昭
和
四
三
年
三
月
一
九
日
（
火
）

七
名
（
委
任
状
一
三
名
）

午
後
一
時
三

0
分
し
三
時

昭
和
四
二
年
度
事
業
中
間
報
告

〔
日
時
〕

④
委
員
の
改
選
に
つ
い
て

つ
い
て
）

(3) ②
昭
和
四
三
年
度
概
算
要
求
に
つ
い
て

田
昭
和
四
二
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
案
に
つ
い
て

n
 

〔卑

告
〕

昭
和
四
一
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
に
つ
い
て

〔日

時
〕

運
営
委
員
会

〔
出
席
者
〕

四
名
（
委
任
状
一

0
名
）

一
九
六
九
ー
七

0
年
度
ユ
ネ
ス
コ
事
業
計
画
に
対
す
る
提
案
に
つ
い
て
（
特
に
中
央
ア
ジ
ア
研
究
に

昭
和
四
二
年
一

0
月
一
四
日
（
土
）

午
後
一
時
し
三
時
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訳
語
に
つ

い
て
」
と
題
す
る
報
告
を
行
な
っ

た
。

「
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
人
権
思
想
の
発
達
」

ー

調
査
研
究
(

A

)

II

調
査
研
究

い
て
）

〔
議
題
〕

一
九
六
九
ー
七

0
年
度
ユ
ネ

ス
コ
事
業
計
画
案
に
対
す
る
提
案
に
つ
い
て
（
特
に
中
央
ア
ジ
ア
研
究
に
つ

調
査
専
門
委
員
会
委
員
長
は
辻
所
長
が
兼
任
す
る
こ
と
と
し
、
専
門
委
員
を
東
大
教
授
丸
山
真
男
氏
等
に
委
嘱
し
た
。
専

門

家

会

議

（
専
門
委
員
会
も
兼
ね
る
）
は
昭
和
四
三
年
二
月
二
三
日
（
金
）
及
び
三
月
一
六
日
（
土
）
に
開
催
し
た
。
第
一
回
で
は
、

こ
の
調
査
研

究
全
般
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
審
議
し、

第
二
回
で
は
、
東
大
教
授
石
田
雄
氏
（
専
門
委
員
）
が

「C
i
v
i
l
R
i
g
h
t
s

及
び

F
r
e
e
d
o
m
の

④
委
員
の
改
選
に
つ
い
て

③
昭
和
四
三
年
度
概
算
要
求
に
つ
い
て

図
昭
和
四
二
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
案
に
つ
い
て

〔報

告
〕

時
〕

〔
出
席
者
〕

〔
日

2

顧
問
会
議

田
昭
和
四
一
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
に
つ
い
て

昭
和
四
二
年

一
0
月
一
四
日
（
士
）

0
名

（
委
任
状
五
名
）

午
後

一
時
し
三
時

疇

’” 
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r ＇ 

III 

季
刊
誌
「
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究

内
外
研
究
機
関
及
び
研
究
者
一
覧
の
作
成

「
東
ア
ジ
ア
研
究
機
関
及
び
研
究
者
一
党
」

本
年
度
は
全
四
冊
を

N
o
s
1
ー

4

合
併
号
と
し
て
刊
行
し
た
。

V
o
l
 
VII 
N
o
s
 
1
|
4
」

2

季
刊
「
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
」
の
刊
行

（
台
湾

・
香
港
編
）
を
刊
行
し
た
。

ー
専
門
委
員
会
委
員
長
は
辻
所
長
が
兼
任
し
、
東
大
教
授
前
田
陽
一
氏
、
同
下
村
富
士
男
氏
に
専
門
委
員
を
委
嘱
し
た
。
さ
ら
に
翻
訳
洋

書
目
録
作
成
の
準
備
に
着
手
し
た
が
、
昭
和
四
三
年
一
月
二
七
日
に
開
催
さ
れ
た
専
門
委
員
会
に
お
い
て
討
議
の
結
果
目
録
作
成
に
先
立

連
絡
及
び
情
報
交
換

っ
て
広
範
囲
の
打
合
せ
、
調
査
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

「
近
代
日
本
に
お
け
る
翻
訳
活
動
に
関
す
る
調
査
」

3

調
査
研
究
(

C

)

専
門
委
員
会
委
員
長
を
立
教
大
学
講
師
大
久
保
利
謙
氏
に
委
嘱
し
、
専
門
委
員
を
大
阪
大
学
助
教
授
梅
渓
昇
氏
等
に
委
嘱
し
た
。
な
お

外
国
留
学
生
、
御
雇
外
人
名
癒
作
成
に
際
し
、
外
務
省
所
蔵
文
書
、
総
理
府
所
蔵
文
書
中
の
関
係
資
料
の
う
ち
、
外
務
省
所
蔵
の
も
の
は

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
を
完
了
し
た
。
な
お
専
門
委
員
会
は
昭
和
四
三
年
二
月
二
四
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
。

「
日
本
の
近
代
化
に
対
す
る
海
外
留
学
生
及
び
御
雇
外
人
の
貢
献
」

2

調
査
研
究
(

B

)
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IV 

本
年
度
は
下
記
の
研
究
会
を
開
催
し
た
。

1

研

究

会

＞
研
究
会
・
講
習
会
・
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
の
開
催

文
献
抄
録
の
作
成

「
東
ア
ジ
ア
関
係
書
目
の
調
査
」

地
域
外
資
料
目
録
の
作
成

国
内
現
存
の
東
ア
ジ
ア
関
係
資
料
の
マ
イ
ク
ロ
を
調
査
す
る
一
方
、
今
年
度
よ
り
当
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
る

ユ
ネ
ス
コ
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
ア
ジ
ア
各
国
史
料
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
整
理
を
行
な
っ
た
。

図
書
資
料
の
購
入

当
セ
ン
タ
ー
の
連
絡
情
報
交
換
に
基
く
上
記
諸
事
業
の
出
版
編
集
の
た
め
、
図
書
資
料
四

―
一
冊
を
購
入
収
集
し
た。

出
版
物
の
作
成

研
究
書

・
概
説
書
の
翻
訳
出
版

来
年
度
出
版
予
定
で
あ
る

「史
料
よ
り
見
た
る
明
治
維
新
」
第

一
巻
の
英
訳
を
行
な
っ
た
。

シ
リ
ー
ズ
―
二

陳

荊

和

「＋
六
世
紀
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
に
於
け
る
華
僑
」

今
年
度
は
「
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
叢
書
」
と
し
て
の
下
記
の
図
書
を
刊
行
し
た
。

2

非
専
門
読
者
対
象
の
読
物
（
「東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
叢
書
」）

の
出
版

ー 5
 

4
 
3
 

9
2
 

（
定
期
刊
行
物
編
）
の
編
集
を
継
続
し
て
行
な
い
、
こ
れ
を
完
了
し
た
。
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f
,
1
 

『
．

D
r
.
 V
ict
o
r
 
M
.
 Fie 

D
r
.
 G
.
 Willi
a
m
 S
k
i
n
n
e
r
 

VI

便

宜

供

与

講

師

橋

本

万

太

郎

、
余
骸
芹、

蕪
窯

期

間

昭
和
四
三
年
三
月
二
日
（
士
）

東
洋
文
庫
会
議
室

y
a
n
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 

sity 

午
後
四
時
三

0
分
し
五
時
三

0
分

昭
和
四
二
年
七
月

一
0
日
し
八
月
三

一
日

今
年
度
に
お
い
て
便
宜
供
与
を
行
な
っ
た
来
日
外
国
人
学
者
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

M
r
.
 Al
ex
a
n
d
r
u
 I
a
c
o
b
e
s
c
u
 

本
年
度
は
広
東
語
講
習
会
を
開
催
し
た
。

2

講

演

会

同

講

師

サ

ン

・

パ

ウ

ロ

大

学

教

授

場

所
日

時
電 1

＂ 

P
r
o
f
e
s
s
o
r
 
of 
A
n
t
h
r
o
p
o
l
o
g
y
 a
n
d
 C
h
i
n
e
s
e
 S
t
u
d
i
e
s
,
 St
a
n
f
o
r
d
 
U
n
i
v
e
rー

P
r
o
f
e
s
s
o
r
,
 De
p
a
r
t
m
e
n
t
 of 
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 a
n
d
 
P
u
b
l
i
c
 A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n
,
 

a
n
d
 E
x
e
c
u
t
i
v
e
 S
e
c
r
e
t
a
r
y
 
of 
t
h
e
 Institute 
of 
S
o
u
t
h
e
a
st
 A
s
i
a,
 N
a
nー

S
e
c
o
n
d
 S
e
c
r
e
t
a
r
y,
 T
h
e
 E
m
b
a
s
s
y
 of 
R
u
m
a
n
i
a
,
 To
k
y
o
 

リ
カ
ル
ド

・
マ
リ
オ

・
ゴ
ン
サ
ル
ヴ
ェ
ス

「ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日
本
研
究
の
現
状
」

エ
ウ
リ
ビ
デ
ス

・
シ
モ
ン
イ
ス

・
デ

・
パ
ウ
ラ

「
ロ
ー
マ
帝
国
と
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
」

- 71 -



Dr. 
C
h
i
e
n
 Chang-lau 

M
r
.
 D
a
v
i
d
 D. 
B
u
c
k
 

M
r
.
 K. Jayatilake 

Mrs. L. 
A
r
a
n
 

Dr. 
Hsii 
Yiin
-ts'iao 

（
許
雲
樵
）

Dr. 
L
u
d
w
i
g
 Borngasser 

M
r
.
 Gerald A. 

M
c
B
e
a
t
h
 

Mrs. N
g
u
y
e
n
 T
h
i
 Y
e
n
 

Mlle Catherine C
a
d
o
u
 

M
.
 Patrice 
Jorland 

M
r
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s
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n
a
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T
o
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d
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y
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T
h
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乍
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Dr. Ricardo M
a
r
i
o
 Gon<;alves 

Psobessor University, 
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S
a
u
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Dr. 
Euripedes S

i
m
o
e
s
 d
e
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Professor, 
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S
a
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M
r
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n
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p
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C
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東
洋
学
報
第
五
十
巻
第
一
号
ー
~
四
号
内
容
目
次

宋
代
運
船
業
の
経
営
構
造
…
●
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．．
 
斯

「
管
子
」
書
と
五
行
説
：
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
·
:
·
:
·
:
·

·
:
·
:

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
：
相

山
根
幸
夫
著

明
代
径
役
制
度
の
展
開
：
·
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
藤

第
五
十
巻
第
一
号
（
昭
和
四
二
年
六
月
）

田

中

正

俊

松

村

潤

護

雅

夫

し
7

岡

次

郎

寧
波
商
人
の
蓋
金
軽
減
請
願
五
紙
…
…
…
・
:
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
：
佐
々
木

正

哉

原

俊

波

義

信

幹

事

柴

田

邦

子
山

根

幸

夫

佐

々

木

正

哉

山

口

瑞

鳳

宇
都
木

章

榎

雄

神

田

信

夫

ヒ

寸
4

オ

甫

草

野

伊打可

編
集
担
当
者
原

田

淑

人

上

次

男

山

本

達

郎

榎

雄

河

野

干

ノ‘

郎

白

鳥

清

末

松

保

和

辻

直

四

郎

評

議

員

石

田

幹

之

助

市

古

宙

‘‘ー

附
二
東
洋
学
術
協
会

（
 

岩

井

大

惹

岩

生

成

梅

原

末

治
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ク
マ
ー
ル
著

張
存
武
著

田

英

弘

川

健
二
郎

島

昇

辺

宏

宮

田

玲

子

徐
家
瀧
蔵
書
楼
所
蔵
地
方
志
目
録
初
稿

根

幸

夫

徐
遂
音
義
考
韻
類
を
中
心
に

中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
編

四
国
新
橘
：
·
：
·
·
:
·:
·
·
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
…
…
…
•

佐
々
木

外
人
与
戊
戌
変
法
：
．．．．．．
．．
．．．．
．．．．
．．．．
．．
．．
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
・
:
・
:
 ．．．．
．．．．．．．．．．．．．．
．
 
…
…
…
…
…
菊

安
徽
省
図
書
館
編
．，，
安
徽
文
献
書
目
：
・
：
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

中
国
の
歴
史
博
物
館
司
：
…
…
・
：・:・:・
:•.•.....................•....................•. 

:
・
:
 ．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．
．．．．．．
．．
．．
．
 
菊

,

9

 

第
五
十
巻
第
二
号
（
昭
和
四
二
年
九
月
）

乾
隆
安
南
遠
征
考
（
上
）

．．．
．．．．．．．．．． 

上
海
図
書
館
編

第
五
十
巻
第
三
号
（
昭
和
四
―
―
年
―
二
月
）

ム
F
患

••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••
••••

•••
••••

••••••

•••
••
••••

•••
•••
••••••

••
• 

光
緒
舟
一
年
中
美
工
的
風
潮
：
．．．．
．．．．．
．．
．．．．
．．
．．
 
：
 ．．．．． 

・: ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．
．．． 

反士

フ
ァ

ー
マ
ー
編
著
〔
三
訂
〕
ア
ラ
ビ
ア
音
楽
史
料
集
成
：
．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．
．
 

i

i
 ••

••

••

•
•••••••• 

南
イ
ン
ド
に
お
け
る
土
地
と
カ
ー
ス
ト
ー
一
九
世
紀
マ
ド
ラ
ス
管
区
に
お
け
る
農
業
労
働

I

:・辛

モ
リ
ソ
ン
文
庫
蔵
東
南
ア
ジ
ア
史
料
の
重
要
性
：
…
…
…
…
…
…
…
…
．．．．．．．．．．．．
．．．．
．．．
．．．．．．．．
．．．
．．．
．．．
．．
 

山

．．．．．．．．． 
度、1

．．．．．．．．． 
打-r 

第
四
回
「
若
手
ア
ル
タ
イ
学
・
中
央
ア
ジ
ア
研
究
者
集
会
」
：·
·
:
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…

…
…
·
:
·
:
'

•
•
•
•
岡

井

健

辛
亥
革
命
前
後
に
お
け
る
安
徽
省
蕪
湖
県
の
開
墾
事
業
と
農
民
闘
争

小

島

淑

男

木

中

正

「
欽
定
西
域
同
文
志
」
正
誤
表

池

英

夫

山

根

幸

夫

王
樹
椀
著

池

貴

晴

:‘ 

正

哉
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シ
ー
ル
著

、ム

藤

晃

護
雅
夫
著

山

七

郎

川

健

二

郎

明
末
清
初
江
南
に
お
け
る
地
主
奴
僕
関
係

家
訓
に
み
ら
れ
る
そ
の
新
展
開
を
め
ぐ
っ
て
1
:
·
·

…
…
…
…
…
•
•
細

オ
ス
マ
ン
朝
の
始
祖
オ
ス
マ
ン
と
「
オ
ス
マ
ン
集
団
」
の
性
格
：
…
…
…
·
：
·
·
:
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
小

乾
隆
安
南
遠
征
考
（
下
）
…
…
·
：
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
•
•
•
•
鈴

康
有
為
の
イ
ギ
リ
ス
公
使
宛
書
簡
二
通
：
·
：
·
:
·
·
:
·
:
·
:
·
:
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
佐
々
木

梁
啓
超
与
清
季
革
命
：
·
：
·
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
;
．．． 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
菊

蒙
古
法
典
の
研
究
：
·
·
:
·
:
·:
·
…
…
·
:
·
:
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
,

．．
 
今

ア
ジ
ア
に
於
け
る
民
族
移
動
と
社
会
的
変
化
：
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
村

昭
和
四
二
年
度
春
期
東
洋
学
講
座
講
演
要
旨

第
五
十
巻
第
四
号
（
昭
和
四
三
年
三
月
）

蕪
咄
の
領
界
ー
ー
ー
r
T
s
a
n
yul
と
Y
a
n
lag 
g
s
u
m
 pahi r
u

ー
_
|
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
山

日
鮮
関
係
に
お
け
る
記
録
の
時
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
•
•
長

趙
万
里
校
輯

元
一
統
志
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
・
：
斯

ベ
ン
ダ
・
ラ
ー
キ
ン
共
編

東
南
ア
ジ
ア
史
史
料
集
：
·
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
市

古
代
ト
ル
コ
民
族
史
研
究
ー
…
…
・
:
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
村

ム
ス
リ
ム
の
神
学
—
ー
そ
の
起
原
と
キ
リ
ス
ト
教
教
父
と
の
関
連
の
考
察
ー
|
:
·
…
…
•
•
…
…
…
…
·
·
：
後

昭
和
四
二
年
度
秋
期
東
洋
学
講
座
講
演
要
旨

波

義

信 正

統

口

瑞

鳳

エ
ベ
ル
ハ
ル
ト
著

松

祐

次

田
山
茂
著

堀

誠

張
朋
園
著

池

貴

晴 正

哉

木

中

正

山

皓

一

郎

野

浩
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宮
城
県
立
図
書
館
本

青
披
集
一
冊
李
陸

披
版
中
宗
四
（
正
徳
四
）
刊

破
閑
集
三
巻
一
冊
高
麗

・
李
仁
老

整
版
成
宗
二
十
三
（
弘
治
五
）
刊

楽
書
二
百
巻
十
冊
宋
・
陳
陽

整
版
世
祖
十
四
（
成
化
四
）
刊

元
詩
体
要
十
巻
四
冊
明
・
宋
緒

乙
亥
小
字
中
宗
朝
（
正
徳
嘉
靖
間
）
刊

長
吟
亭
遺
稿
一
冊
羅
堤

整
版
宣
祖
十
一
（
万
暦
六
）
刊

小
学
諺
解
六
巻
二
冊
（
存

・
巻
五

・
六）

庚
辰
字
宣
祖
二
十
（
万
暦
十
五
）
刊

悔
堂
稿
一
巻
一
冊
金
宗
直

整
版
無
刊
記
中
宗
十
五
（
正
徳
十
五
）
刊
カ

蓬
左
文
庫
本

弘
文
館

依
明
宣
徳
八
年
眺
世
初
刊
本
翻
刻

ノヽ

ーヽ
ノ

附
三
東
洋
文
庫
蔵
朝
鮮
善
本

マ
イ
ク
ロ
フ

ィ
ル
ム
目
録

一

（

（
 

田
川
孝
三
編

>' 

0
0
 

c二：） 0
-
0
 

0
0
六

0
0
立

0
0
1

――
 

0
0
 

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
）

（
ル
ム
整
理
番
号
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家
礼
考
証
七
巻
八
冊
曹
好
益

整

版

仁

祖

二
十
四
年
東
莱
府
刊

第

一
冊
33
、
34
、
第
二
冊
2
4
丁
落

読
晦
庵
論
語
集
解
術
義
十
巻
一
冊
未
詳

紗

本

巻

一
・
ニ
欠
（
蓬
左
文
庫
目
録
二
朝
鮮
人
紗
ト
ス
ル
モ
、
疑
問
ノ
余
地
ア
リ
。
北
平
図
書
館
善
本
目
録
「
読
晦
庵
孟
子
直
解
術

義
」
存
八
巻
元
刻
本
ア
リ
）

聴
訟
提
綱
不
分
巻
一
冊
未
詳

紗
本
作
は
宣
祖
朝
、
七
年
頃
力

菊
澗
集
三
巻
一
冊
ヂ
政

木

活

宜

祖

二
十
四
年
南
原
府
刊

選
詩
演
義
二
巻
二
冊
宋
・
曽
原
一

庚
子
字
世
宗
十
六
（
宣
徳
九
）
刊

東
文
選
百
三
十
巻
六
十
四
冊
成
宗
命
撰

乙
亥
字
成
宗
九
年
（
成
化
十
四）

刊

続
東
文
選
二
十
二
巻
十
冊
中
宗
命
撰

乙
亥
字
中
宗
十
四
（
正
徳
十
四
）
刊
目
録

一
冊
補
写

陶
隠
先
生
詩
集
五
巻
二
冊
高
麗
・
李
崇
仁
著
朝
鮮
木
李
良
編

整
版
太
宗
六
（
永
楽
四
）
刊

詩
学
践
経
一
冊
魚
叔
権

甲
寅
字
木
字
乱
レ
版
明
宗
十
四

（嘉
靖
三
十
八
）
刊

設
聞
瑣
録
二
巻
二
冊
曹
伸

0
1

―IO 

O
l
~ 

0
二
七

C二3 O
l
 

0
一
九

0
-
入

0
0
入

0
0
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0
0
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乙
亥
字
成
宗
朝
刊
カ

宛
陵
梅
先
生
詩
選
二
巻
一
冊
朱
・
梅
発
臣
著

整
版
世
宗
二
十
九
（
正
統
十
二
）
錦
山
刊

独
谷
先
生
集
二
巻
二
冊
成
石
瞬

整
版
世
祖
二
（
景
泰
七
）
平
堀
刊

圃
隠
詩
藁
二
巻
附
一
巻
二
冊
高
麗
・
鄭
夢
周

盤
版
世
宗
二
十
一
（
正
統
四
）
刊

効
冤
集
三
巻
一
冊
明
・
趙
弼
撰
・
王
静
証
正

整
版

中
宗
初
年
（
正
徳
中
期
）
刊

真
逸
遺
槃
四
巻
一
冊
成
侃

整
版
世
祖
十
―
―
-
（
成
化
三
）
刊

益
斎
乱
藁
十
巻
四
冊
高
麗
・
李
斉
賢

整
版
世
宗
十
四
（
宣
徳
七
）
刊

四
雨
亭
集
二
巻
二
冊
李
堤

整
版

燕
山
君
六
（
弘
治
十
三
）
刊

止

々

堂

集

一

冊

金
孟
性

整
版
燕
山
君
七
（
弘
治
十
四
）
刊

易
学
啓
蒙
要
解
四
巻
二
冊
世
祖

整

版

明

宗
十
五
（
嘉
靖
三
十
九
）

寧
辺
刊

訓
世
評
話
二
巻
一
冊
李
辺

整

版

中

宗
十
三
（
正
徳
十
三
）
刊

朝
鮮
安
平
大
君
李
蓉
編

≫ 
... 

0

哭
0
四
四

0
空―-

0
四
―

0
四
0

0-―-九

0
1
――七
o-―-｛ 

0
-
――耳

O
-
――四
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東
文
粋
金
宗
直
十
巻
二
冊

整

版

中

宗

朝

全

州

刊

大
明
律
直
解
三
十
巻
四
冊
高
士
袈
等

整
版
明
宗
元
（
嘉
靖
二
十
五
）
公
州
刊

大
観
斎
乱
稿
四
巻
二
冊
沈
義

整

版

宣

祖

十
（
万
暦
五
）
星
州
刊

養
心
堂
詩
集
一
冊
趙
晟

整
版
宣
祖
元
（
隆
慶
―
-
）
刊

睡
軒
集
三
巻
附

一
巻
二
冊

権
五
福

整
版
宣
祖
十
八
（
万
暦
十
三
）
大
邸
刊

晦
斎
先
生
集
十
巻
附
一
巻
四
冊
李
彦
迪

整
版
宜
祖
八
（
万
暦
三
）
慶
州
刊
宣
祖
十
一

濯
楔
集
三
巻
一
冊

金
釦
孫

整

版

宣

祖
朝
刊

西
河
先
生
集
六
巻
二
冊
高
麗
・
林
椿

整
版
宣
祖
初
刊

進
修
楷
範
三
巻
三
冊
柳
雲

整

版

中

宗
十
四
（
正
徳
十
四
）
刊

補
閑
集
三
巻
一
冊
高
麗
・
雀
滋

整

版

成

宗

―
―
十
四
（
弘
治
六
）
慶
州
刊
カ

東
槌
続
集
二
巻
後
集

一
巻
三
冊
蘇
世
譲

（万
暦
六
）
内
賜
本

0

芙
0
七

0
七
〇
呉
九
呉
八
呉
七
呉
六 冥
四

0

晃 呈――
―

0

哭
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整

版

明

宗
十
七
（
嘉
靖
四
十
一
）
刊

徐
花
渾
先
生
集
二
巻
一
冊
徐
敬
徳

整
版
明
宗
末
刊

仁
川
世
稿
六
巻
三
冊
察
有
郡

整
版
宜
祖
元

（隆
慶
二）

漆
原
刊

大
顛
和
尚
心
経
解
一
巻
一
冊
唐
・
大
顛
宝
通
禅
師
注

整
版
太
宗
十
一

（永
楽
九）

高
敏
文
殊
寺
刊

賢
首
諸
乗
法
数
十
一

巻

一
冊
明
・
行
深

整

版

燕

山
君
六

（弘
治
十
三
）
伽
耶
山
鳳
栖
寺
刊

運
庵
和
尚
語
録
一
冊
宋
・
元
靖
編

整
版
太
宗
朝

（永
楽
頃
）
刊
力

覆
宋
刻

禅
源
諸
詮
集
都
序
唐
・
宗
密
二
巻
一
冊

整

版

明

宗
八
（
嘉
靖
三
二
）

裂
宋
刻

中
庸
九
経
術
義
十
七
巻
別
集
十
四
巻
十
一
冊

整
版
宜
祖
十
七
年
刊

奉
先
雑
儀
二
巻

一
冊
李
彦
迪

整
版
宣
祖
朝
刊

求
仁
録
四
巻
二
冊
李
彦
延

整
版
宣
祖
朝
刊

四
書
章
図
重
訂
輯
釈
通
義
大
成
二
十
三
冊

甲
辰
字

・
宜
祖
三

（隆
慶
四
）
刊

元
・
保
士
毅
釈
・
趙
沈
訂
・
王
逢
通
義

李
彦
紬
～

．． 

1
0
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会
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四
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寿
親
養
老
新
書
四
巻
四
冊
元
・
鄭
寧

整
版
宣
祖
十
（
万
暦
五
）
刊

新
刊
通
真
子
補
註
王
釈
和
豚
訣
三
巻

一
冊
晋
・
王
叔
和

整
版

明
宗
・
宣
祖
朝
（
嘉
靖
万
暦
初
刊
）
初
刊
カ

救
急
方
諺
解
二
巻
二
冊
許
俊
解
カ

整
版
宣
祖
以
前
刊
諺
文
古
体

入
学
図
説
附
心
気
理
篇

一
冊

権
近

整
版
明
宗
二
（
嘉
靖
二
十
六
）
栄
川
刊

歴
代
君
臣
図
像
二
冊
李
存
等

整

版

中

宗

二
十
一
（
嘉
靖
五
）
刊

二
程
先
生
伝
道
粋
言
十
巻
二
冊
宋

・
張
拭

整
版

明
宗
十
七
（
嘉
靖
四
十
一
）
刊

紫
陽
文
集
十
巻
十
冊
宋
・
朱
窯

整
版
中
宗
朝
刊
カ

朱
子
大
全
百
巻

・
続
十
一
・
別
集
十
巻
目
二
巻
九
十
五
冊

乙
亥
字
中
宗
三
十
八
年
（
嘉
靖
二
十
二
）
依
天
順
刊
本
翻
刻

湖
陰
雑
稿
八
巻
八
冊
鄭
士
竜

癸

酉

字

宣
祖
初
（
万
暦
初
）
刊

私
淑
斎
集
十
七
巻
四
冊
姜
希
孟

甲
辰
字
成
宗
十
五
（
成
化
―
-
+
）
刊

楽
学
軌
範
九
巻
三
冊
成
宗
命
編

宋
・
朱
窯

.`
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整

版

成

宗

二
十
四
（
弘
治
六
）
刊

梅
月
堂
集
二
十
三
巻
九
冊
金
時
習

庚
辰
字
宜
祖
十
六
（
万
暦
十
一
）
刊

三
峯
先
生
集
七
巻
四
冊
鄭
道
伝

整
版
世
祖
十
（
成
化
元
）
刊

奨
川
文
集
四
巻
外
集
一
巻
四
冊
唐
杜
牧
著

•
朝
鮮
徐
居
正
註

整
版

中
宗
朝
末
錦
山
刊
本
カ

内
訓
三
巻
四
冊
昭
恵
王
后
（
徳
宗
妃
）

乙
亥
字
宣
祖
六
（
万
暦
元
）
刊

通
典
二
百
巻
七
十
五
冊
唐

・
杜
佑

乙
亥
字
明
宗
十
五
（
嘉
靖
―
―
-
＋
九
）
刊
依
元
刻
本
翻
刻

桂
州
奏
議
二
十
一
巻
十
六
冊

明

・

夏
言

甲
辰
字
明
宗
四
（
嘉
靖
二
十
八
）
依
明
嘉
靖
十
八
年
刊
本
翻
刻

國
朝
五
礼
儀
十
三
巻
八
冊
成
宗
命
編

整
版
明
宗
七

（
嘉
靖
三
十
一
）
刊

書
伝
大
文
二
巻
二
冊
（
刻
吐
本
）

整
版
明
宗
末

・
宣
祖
朝
刊

御
製
文
集
二
十
巻
六
冊
明

・
太
祖

乙
亥
字
明
宗
元
（
嘉
靖
二
十
五
）
依
明
嘉
靖
八
年
刊
本
翻
刻

陳
思
王
集
八
巻
二
冊
魏

．
曹

植

著

明

・
李
廷
相
編

甲
寅
字

0

――八
0
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三九 三七 -――――
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内
閣
文
庫
本

周
易
大
文
二
巻
一
冊
刻
吐
本

整
版
宣
祖
朝
以
前
刊

礼
記
浅
見
録
二
十
六
巻
十
冊
権
近

整
版
太
宗
十
八
（
永
楽
十
六
）
済
洲
刊

服
式
一
冊
未
詳

写
宣
祖
初
（
隆
慶
間
）

依
明
洪
武
二
十
三
年
刊
本
翻
刻

唐
詩
正
音
九
巻
六
冊
元
・
楊
士
弘

整
版

中
宗
三
十
七
（
嘉
靖
二
十
一
）
刊

大
明
一
統
賦
三
巻
三
冊
明
・
莫
且

乙
亥
字
中
宗
三
十
二
（
嘉
靖

一
十
六
）
刊

風
雅
翼
選
詩
補
註
八
巻
続
編
五
巻
補
遺
二
巻
十
冊
元
・
劉
履

改
鋳
甲
寅
字
明
宗
八
年

（嘉
靖
三
十
二
）
依
明
正
統
七
年
朝
鮮
刊
本
翻
刻

大
明
会
典
序
目
一
巻
・
百
八
十
巻
三
十
五
冊
（
正
徳
会
典
）

丙
子
字
明
宗
七
（
嘉
靖
三
十
一
年
）
刊

讀
杜
愚
得
十
八
巻
目

一
巻
十
六
冊
明
・
輩
復

乙
亥
字
明
宗
四
（
嘉
靖
二
十
八
）
依
明
弘
治
十
四
年
重
修
刊
本
翻
刻

箋
註
靖
節
先
生
集
十
巻
付

一
巻
二
冊
晋
・
陶
潜

庚
辰
字
宣
祖
十
六
（
万
暦
十
一
）
依
明
成
化
五
年
刊
本
翻
刻

..
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論
語
孟
子
或
問
十
四
巻
一
冊
明
・
張
元
槙

整

版

宣

祖

以

前

渾

陽
刊
力
依
弘
治
七
年
明
刊
本
翻
刻

孟
子
諺
解
十
四
巻
（
九
至
十
四
巻
欠
）
四
冊
弘
文
館
校
正
庁

写
本
江
戸
写
但
シ
諺
文
古
体
、
精
紗
本
依
万
暦
十
八
年
安
東
郷
校
内
賜
本
写
書

訓
蒙
字
会
三
巻
一
冊
雀
世
珍

整

版

明

宗

十
四
（
慕
靖
三
十
八
）
祥
原
郡
刊

太
師
徽
国
文
公
年
譜
一
冊
宋
・
朱
窯
明

・
葉
公
回
校
・
孫
叔
棋
補

整
版

中
宗
朝
以
前
依
宜
徳
六
年
新
安
款
西
仇
村
黄
氏
刊
本
翻
刻

歴
代
要
録
二
巻
一
冊
柳
希
春

整
版
宣
祖
朝

（
万
暦
間
）
刊

西
征
録
不
分
巻
一
冊
世
宗
命
撰

紗
本
江
戸
写
（
但
二
部
存
ス
）
依
正
徳
十
一
年
李
純
刊
本
写
書

国
朝
征
討
録
一
冊
末
詳

紗
本
寛
政
八
年
依
養
安
院
曲
直
瀬
氏
旧
蔵
稿
本
林
家
書
写

歴
代
世
年
歌
二
巻
一
冊
権
踏

整
版
成
宗
十
九
（
弘
治
元
）
慶
州
刊

国
朝
儒
先
録
四
巻
四
冊
柳
希
春

乙
亥
字

宜
祖
四
（
隆
艇
五
）
刊

東
史
栞
要
八
巻
八
冊
呉
漂

整
版
光
海
元
（
万
暦
三
十
七
）
慶
州
刊

己
卯
録
一
冊
金
墳

哭 癸 翌 品 菩 邑 哭
四 一

七

l

ユ
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整

版

宣

祖
十
六
（
万
暦
十
一
）
順
天
府
刊

大
典
続
録
・
六
巻
後
続
録
六
巻
三
冊

整
版

治
平
要
覧
百
五
十
巻
（
巻
三
十
三

・
三
十
四

・
八
十
六
巻
欠
）
百
四
十
七
冊

甲
辰
字
中
宗
十
一
（
正
徳
十
一
）
刊

詞
訟
録
二
巻
二
冊
金
伯
幹

江
戸
写

詞
訟
類
抄
不
分
巻
一
冊
末
詳

整
版

明
宗
朝
末
（
嘉
靖
末
）
刊
カ

忠
州
急
荒
切
要
一
冊
安
碑

江
戸
写
依
中
宗
三
十
六
年
（
嘉
靖
二
十
）
刊
本
書
写

教
閲
儀
註
一
冊
兵
曹

乙
亥
字
中
宗
末
（
嘉
靖
間
）

朱
子
増
損
呂
氏
郷
約
諺
解
一
冊
金
安
国

乙
亥
字
中
宗
十
二
、
三
（
正
徳
十
ニ

・
三
）
刊
力
昌
原
刊

朱
子
書
節
要
十
五
巻
八
冊
李
滉

整

版

宣

祖
五
（
隆
慶
六
）
定
州
刊

朱
子
文
録
三
巻
続
一
巻
四
冊
奇
大
升

木
活
明
宗
十
二
（
嘉
靖
三
六
）
刊

許
魯
斎
先
生
心
法
一
冊
元
・
許
衝
撰

・
明
韓
士
奇
校

整
版
中
宗
朝
刊
（
嘉
靖
間
）
依
明
嘉
靖
元
年
韓
士
奇
刊
本
翻
刻

鄭
麟
趾
等
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七
究
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入
学
図
説
一
冊
権
近

整

版

仁

宗

元
（
嘉
靖
二
十
四
）
刊

三
綱
行
実
図
三
巻
三
冊
（
目
十
行
、
本
文
十
三
行
）
楔
循
等

整

版

諺

文
古
体
（
欄
外
ノ
第

一
字
目
全
部
整
本
ノ
時
裁
断
）
第
三
冊
末
葉
裏
破
レ

二
倫
行
実
図
一
冊

曹
伸

整
版
諺
字
古
体

中
宗
十
三
（
正
徳
十
三
）
金
山
郡
刊
カ

続
三
綱
行
実
図
二
巻

一
冊
申
用
漑

整
版

中
宗
十
（
正
徳
十
）
刊

作
聖
図
説
一

冊

権

採

整

版

端

宗

元
（
景
泰
四
年
）
刊

天
命
図
説
一
冊
鄭
之
雲

整

版

明

宗

九
（
嘉
靖
三
十
三
）
刊

聖
学
十
図
一
冊

李
滉

整

版

宜

祖
五
（
隆
慶
六
）
栄
川
刊

聖
学
輯
要
七
巻
五

冊

李

耳

整

版

宣

祖
八
（
万
暦
三
）
刊

六
鞘
直
解
六
巻
六
冊
明
・
劉
寅

乙
亥
字

世
祖
朝

陣
法

一
巻
図一

巻

一
冊
文
宗
等

整

版

成

宗

二
十
三
年

（弘
治
五
）
刊

演
機
新
編
三
巻
三
冊
安
命
老

-
0
六

-
0
耳

1
0
四

1
0
1

―-

1
0
1
 

1
0
 

1
0
0
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整

版

顕

宗

元

（順
治
十
七
）
刊

新
注
無
寃
録
二
巻
二
冊
元

・

王
呉

•

朝
鮮
雀
致
雲
等
音
注

江
戸
写
依
朝
鮮
正
統
三
年
柳
義
孫
序
、
五
年
原
州
刊
本
書
写

農
事
直
説
一
巻
一
冊
附
衿
陽
雑
録
世
宗
命
撰

・
附
姜
希
孟
撰

江
戸
写

衿
陽
雑
録

一
冊

姜

希

孟

整
版
成
宗
二
十
三
（
弘
治
五
）
刊

薔
川
養
花
小
録
一
冊
姜
希
顔

江
戸
写
依
成
宗
五
（
成
化
十
）
年
刊
本
書
写

鷹
髄
方
一
冊
安
平
大
君
李
溶

江
戸
写

（
新
刊
明
本
）
治
家
節
要
明

・
苑
立
本
撰
・
朱
敏
校

江
戸
写
依
拠
永
楽
四
年
積
善
堂
刊
本
宜
徳
六
年
大
丘
翻
刻
本
書
写

自
警
編
四
巻
輯
覧
四
巻
九
冊
宋

・
趙
善
壕
編

甲
寅
字
明
宗
十
年
（
嘉
靖
三
十
四
）
刊

続
蒙
求
分
註
四
巻
四
冊
柳
希
春

整
版
宣
祖
元
（
隆
慶
二
）
慶
尚
右
道
兵
営
刊

儒
釈
質
義
論
二
巻

一
冊

整
版

中
宗
三
十
二
（
嘉
靖
十
六
）
刊

禅
宗
唯
心
訣
一
冊
宋
・
釈
延
寿

整

版

燕

山
君
六
（
弘
治
十
三
）
映
川
伽
耶
山
鳳
栖
寺
刊

申
派
編

～` 

―
―
九
二七

―
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―
―
四

-
0
九

-
0
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-
0
七

.
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御
製
秘
蔵
詮
十
巻
五
冊
宋

・
太
宗

整
版
高
麗
高
宗
三
十
四
（
淳
祐
六
）
大
蔵
都
監
刊

古
徳
禅
師
真
心
真
説
一
巻
高
麗
國
普
照
禅
師
修
心
訣

一
巻

整
版
宣
祖
―
―
-
+
-
（
万
暦
二
十
六
）
開
元
寺
重
刻

誡
初
心
学
人
文
一
冊
高
麗

・
釈
智
訥

整
版
明
宗
十
八
（
嘉
靖
四
十
二
）
陵
城
隻
峯
寺
刊

農
家
集
成
鰐
虹
認
認
虹
翻
農
教
文
各

一
巻
二
冊

申
瀾
編

江
戸
写
直
説
依
万
暦
九
年
内
賜
本
四
時
簗
要
欠

豚
訣
理
玄
秘
要
一
冊
宋

・
劉
開
著

・
王
和
鼎
編

整
版
明
宗
二
（
嘉
靖
二
十
六
）
依
嘉
靖
六
刊
本
洪
州
翻
刻

医
説
十
巻
存
五
冊
宋
・
張
景

甲
辰
字
明
宗
十
五
（
寮
靖
三
十
九
）
刊
内
賜
本

医
林
撮
要
十
三
巻
十
三
冊
楊
礼
寿

乙
亥
字
宜
祖
朝
（
万
暦
）
刊

六
鞘
直
解
六
巻
六
冊
明

・
劉
寅

乙
亥
字
成
宗
朝
末
（
弘
治
年
）
刊
カ

外
科
精
要
三
巻
二
冊
宋

・
陳
自
明

乙
亥
字
成
宗
朝
末
（
弘
治
年
）
刊
カ

見
山
顧
公
医
眼
論
井
方
一
冊
明
・
顧
鼎
臣

整
版
中
宗
三
十
五
（
嘉
靖
十
九
）
慶
州
府
刊

永
類
鈴
方
二
十
二
巻
十
二
冊
元

・
李
仲
南

高
麗

・
釈
智
訥

―――
―
四

1
0
四 ――
―
1
0
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七
三
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ム

今

整

版

世

宗

二
十
（
正
統
三
）
依
元
刊
本
晋
州
翻
刻

（
癸
巳
新
刊
）
御
薬
院
方
十
一
巻
五
冊
元

・
許
国
槙
等

甲
辰
字
成
宗
中
宗
朝
刊
カ

世
医
得
効
方
二
十
巻
二
十
二
冊
元
・
危
亦
林

整
版
世
宗
七
年
（
洪
煕
元
）
依
至
元
五
刊
本
春
州
府
翻
刻

新
刊
医
家
必
要
不
分
巻
三
冊

乙
亥
字
明
宗
朝
中
期
依
嘉
靖
二
十
七
年
刊
本
翻
刻

医
方
集
略
七
巻
七
冊
明

・
郭
竪

乙
亥
字
中
宗
朝
（
嘉
靖
年
）
刊
カ

新
編
集
成
牛
医
方
馬
医
方
二
巻
四
冊
趙
浚
等

江
戸
版
依
万
暦
八
年
全
州
刊
本
翻
刻

三
元
参
賛
延
封
書
五
巻

一
冊
元
・

李
鵬
飛

江
戸
写
依
正
統
三
年
（
世
宗
二
十
）
全
州
刊
本
書
写

答
朝
鮮
医
間
一
冊
明

・
王
応
避
編

江
戸
版
享
保
五
年
京
都
中
村
孫
兵
衛
刊

封
養
叢
書
類
輯
四
巻
四
冊
李
昌
庭

江
戸
版
寛
文
九
依
光
海
十
二
年
（
万
暦
四
十
七
）
刊
本
翻
刻

新
刊
詳
明
算
法
二
巻
二
冊
元

・
賣
亨

木

活

中

宗

・
明
宗
朝
頃
刊
カ

新
増
鷹
鶴
方
一
冊
李
爛

整

版

寛

文
二
十
年
京
都
二
条
鶴
屋
町
南
輪
堂
刊

依
朝
鮮
刊
本
翻
刻

ヽ

｀^ 
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四
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四 一空
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句
解
南
華
真
経
巻
十
附
新
添
荘
子
十
論
一
巻
宋

・
林
希
逸
（
附
）
李
士
表

整
版
宜
祖
朝
（
万
暦
年
）
刊
力
但
巻
一

・
六
(
+
七
丁
）
本
文
補
写

書
入
多
シ
諺
文
吐
ヲ
文
中
二
陰
刻
ス

荘
子
慮
斎
口
義
十
巻
十
冊
宋

・
林
希
逸

整
版
室
町
刊
（
依
拠
宋
景
定
二
年
刊
本
朝
鮮
世
宗
七
（
洪
煕
元
）
重
刊
本
翻
刻
）

南
華
真
経
十
巻
十
冊
晋
・
郭
象
注
唐

・
陸
徳
明
音
義
宋

・
林
希
逸
口
義

整
版
中
宗
朝
（
嘉
靖
年
）
力
全
州
刊

周
易
参
同
契
三
巻
三
冊
宋
・
朱
窯
解
黄
瑞
節
附
録
骸
談
発
揮

整
版
宣
祖
朝
以
前
（
万
暦
年
）
刊
カ

玉
概
経
一
冊
帯
図

整
版
宣
祖
三
（
隆
慶
四
）
全
羅
道
同
福
無
等
山
安
心
寺
刊

陶
淵
明
集
八
巻
附
一
巻
一
冊
晋
・
陶
潜

整
版
中
宗
十
七
（
嘉
靖
元
）
忠
州
刊
依
明
正
徳
李
夢
陽
刊
本
翻
刻

李
太
白
文
集
不
分
巻
一
冊
唐

・
李
白

整
版
覆
甲
寅
字
刻
本

唐
翰
林
李
太
白
文
集
・
別
集
六
巻
唐
・
李
白

整
版
世
宗
二
十
九
（
正
統
十
二
）
尚
州
刊

巻
末
明
板
李
白
文
集
ニ
ョ
リ
讃
共
十
七
篇
ヲ
補
写
綴
合
ス

杜
工
部
詩
苑
徳
機
批
選
六
巻
三
冊
元
・
鄭
鼎
編

整

版

中

宗

二
十
三

（
嘉
靖
七
）
拠
弘
治
十
四
刊
本
海
州
翻
剥

纂
註
分
類
杜
詩
二
十
五
巻
二
十
五
冊

，
 

≫‘ 
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ヽ

＃

唐
・
柳
宗
元

．
 

甲
寅
字
木
字
乱
レ
版

中
宗
十
八
（
嘉
靖
二
）
刊
カ

李
長
吉
集
一
冊
唐
・
李
賀

甲
辰
字
成
宗
朝
（
弘
治
間
）
刊

唐
柳
先
生
集
四
十
三
巻
別
集
二
巻
外
集
二
巻
新
編
外
集
一
巻
別
録
一
巻
年
譜
一
巻
十
二
冊

整
版
中
宗
十
八
（
嘉
靖
二
）
拠
世
宗
二
十
二
年
甲
寅
字
本
翻
刻

朱
文
公
校
昌
黎
先
生
集
四
十
巻
外
集
十
巻
集
伝

・
遺
文
各

一
巻
十
四
冊
唐
・
韓
愈
宋
・
朱
窯
校
異
・
李
漢
編

整
版

中
宗
十
八
（
嘉
靖
二
）
刊

風
騒
軌
範
前
集
十
六
巻
・
後
集
二
十
九
巻
二
十
一
冊
成
侃

．
櫂
健
等

江
戸
文
政
六
写

伊
川
撃
壌
集
二
十
巻
集
外
詩
一
巻
四
冊
宋
・
部
頸

整

版

毅

元
刊
本
刻
本

謬
詞
芦
言
東
披
先
生
詩
二
十
五
巻

東

披
紀
年
録
一
巻
十
六
冊
宋
蘇
試
．
劉
辰
翁
批
点

甲

寅

字

世
祖

・
成
宗
朝
初

（
天
順
・
成
化
）
刊

蘇
詩
摘
律
六
巻
二
冊
明

・
劉
弘
集
註

整
版

中
宗
朝

（
正
徳
・

嘉
靖
）
刊
カ

后
山
詩
註
十
二
巻
二
冊
宋
・
陳
師
道
撰
任
淵
注
（
八
行
）

甲
寅
字
世
祖

・
成
宗
初

又
十
二
巻
二
冊
彰
城
陳
先
生
集
記
門
人
魏
術
撰
（
九
行
）

整

版

中

宗

・
明
宗
朝
間
依
明
弘
治
十
年
刊
本
刻
本

後
山
先
生
集
三
十
巻
七
冊
宋

・
陳

師

道

明

・
王
鴻
儒
校

甲
辰
字
成
宗
・
中
宗
朝
刊

ヽ
一

朝
鮮
雀
万
里
等
編
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〈
O
一兌 天 一塔 一癸 一登
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山
谷
詩
註
内
集
二
十
巻
外
集
十
七
巻
別
集
二
巻
二
十
冊

甲
寅
字
世
祖
・
成
宗
朝
初
刊
カ

晦
庵
先
生
五
言
詩
抄
一
巻
文
抄
七
巻
（
巻
一
・
ニ
欠
）
五
冊

整
版
中
宗
朝

（正
徳
嘉
靖
）
刊
依
明
宣
徳
刊
本
翻
刻

朱
子
大
全
百
巻
続
集
十
一
巻
別
集
十
巻
六
十
九
冊
宋
・
朱
窯
撰

整
版
宣
祖
六
年
（
万
暦
元
）
刊

欧
陽
論
範
二
巻
二
冊
元
・
欧
陽
起
鳴

甲
辰
字
成
宗
朝
末
依
明
成
化
十
一
年
序
刊
本
翻
刻

二
楽
亭
集
十
五
巻
附
一

巻

申

用

漑

整

版

中

宗

三
十
六
（
嘉
靖
二
十
）
刊

白
湖
集
四
巻
二
冊
林
悌

江
戸
写
（
天
啓
元
年
光
海
君
十
三
年
申
欽
序
）
（
底
本
モ
写
本
ノ
如
シ
）

葛
川
先
生
集
四
巻
二
冊
林
葉

江
戸
写
依
崇
禎
乙
巳
顕
宗
六
年
宋
時
烈
序
刊
本

東
国
荘
元
集

一
冊

木
活
中
宗
中
期
（
嘉
靖
間
）
刊

十
省
堂
集
二
巻
附
一
巻
厳
貯

写
依
万
暦
乙
酉
宜
祖
十
八
年
定
山
県
刊
本
書
写

聯
錦
詩
集
二
巻
二
冊
明
・
夏
宏

整

版

明

宗
十
五
（
嘉
靖
三
十
九
）
刊
依
明
宣
徳
刊
本
翻
刻

牧
隠
文
稿
二
十
巻
詩
薬
三
十
五
巻
目
三
巻
二
十
五
冊
高
麗
・
李
稿

』

'

，
 

宋

・
黄
庭
堅
撰

宋

・
任
淵
注

宋
・
朱
窯
撰

・
明

・
呉
訥
編

朝
鮮
・
柳
希
春
校

’‘ 
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四
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尋

整
版
太
宗
四
（
永
楽
二
）
（
権
近
・
李
管
序
）
刊

復
斎
先
生
集
附
春
谷
集
・
判
牧
公
集

・
寺
正
公
集
二
巻
二
冊

整
版
世
宗
二
十
八
（
正
統
十
一
）
刻
正
徳
十
五
年
重
修

秋
江
集
五
巻
四
冊
南
孝
温

整
版
宣
祖
＋
（
万
暦
五
）
刊

灌
圃
先
生
詩
集
一
冊
魚
得
江
撰
・
呉
謙
編

整
版
明
宗
十
（
嘉
靖
三
十
七
）
刊

企
斎
集
十
四
巻
文
集
三
巻
別
集
七
巻
申
光
漢

江
戸
写

晦
斎
先
生
集
三
巻
一
冊
李
彦
迪
（
十
一
行
）

整
版
宜
祖
初
刊

立
巌
集
六
巻
附
一
巻
二
冊
関
斉
仁

江
戸
写
依
光
海
君
二
年
（
万
暦
三
十
八
年
）
興
海
郡
刊
本
書
写

斉
峯
集
五
巻
遺
集
一
巻
五
冊
高
敬
明

整
版
光
海
君
九
（
万
暦
四
十
五）

南
原
刊

芝
山
先
生
文
集
五
巻
二
冊
曹
好
益

江
戸
写

菰
谷
詩
集
六
巻
二
冊
李
達

木
活
光
海
＋
（
万
暦
四
十
六
）
刊

嶽
堅
詩
集
一
冊
朴
瑞
亀

江
戸
写

鄭
徳

．
 

ヽ
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四
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海
峯
集
三
巻

一
冊

江
戸
写

唐
音
輯
註
唐
詩
始
音
輯
注
一
巻
・
唐
詩
正
音
輯
注
六
巻

・
唐
詩
迫
興
輯
注
七
巻

整
版
依
正
統
己
末
四
年
李
継
序
刊
本
翻
刻

隷
鰭
以
播
芳
大
全
文
粋
一
巻

・
聖
冗
名
賢
播
芳
続
集
六
巻

乙

亥

字

成
宗
朝
刊
カ

三
韓
詩
亀
鑑
三
巻
一
冊
高
麗
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